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#下記疾患の胃粘膜病変(びらん、出血、発赤、浮腫)の改善 
急性胃炎、慢性胃炎の急性増悪期 
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第 5 7 回 日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 会 プ ロ グ ラ ム 

日 時 ： 平 成 1 1 年 3 月 6 日 （ 土 ） 午 前 1 0 時 か ら 

場 所 ： 埼 玉 県 県 民 健 康 セ ン タ ー 大 ホ ー ル 〈 2 階 ） 

地 方 会 会 長 ： 山 崎 寛 一 郎 （ 埼 玉 県 医 師 会 長 ） 

実 行 委 員 長 ： 新 美 毅 （ 埼 玉 県 医 師 会 常 任 理 事 ） 

9 ： 30～ 

10 ： 00～10 ！ 20 

【午前の部】 

10 ： 20～10 ： 50 

受付 

総合司会 

開会の辞 

挨拶 

来賓挨拶 

-般演題I 

埼玉県厚生連幸手総合病院長 吉川廣和 

実行委員長 新 美 毅 

第57回'地方会会長（埼玉県医師会長）山崎寛一 

埼玉県知事 土屋義彥様 

浦和市長 相川宗一様 

座長栃木県立がん七ンター放射線技術部副部長 

小 沢 馨 

1.「埼玉県立がんセンターにおける胃痛についての検討」 

埼玉県立がんセンター放射線診断部診療放射線技師 中 村 宏 ほ か 

1.「追加撮影の有効性について」 

(財）茨城県総合健診協会 小松崎秀文ほか 

3. 「アンケート調査にみる胃部造影剤の現状」 

神奈川県労働衛生福祉協会 恵 一 博 ほ か 

1 0 ： 5 0 ～ 1 に 1 0 ̶ 般 演 題 I I 座長埼玉県立がんセンター主席技師長藤間英雄 

む「集団検診用08装置：0 8̶ 2 0 0 0乂じ（ョ）の使用経験」 ^ 

千葉県対がん協会 岩元興人ほか 胃 

5き「スキンに-ス"モ^-は!^)を用いた上部消化管検査の被曝線量の測定」 

城西放射線技術専門学校、東松山市立市民病院、保谷市立ひばりが丘中学 中谷儀一郎ほか 

6き「勉強的な意味で当事業団の技師が書き込んでいるチヱフク票に基づいた過去二年間の一次、二次、確定との比較をおこなう」 

(財）埼玉県健康づくり事業団地域保健部 渡 辺 庸 

1に10～い：40 ̶般演題01 座 長 本 庄 総 合 病 院 長 加部吉男 

1.「個別胃癌検診の受診率向上への寄与」 

前橱市医師会、前群馬大学 小 板 橋 毅 ほ か 

名.「内視鏡の選択が可能な胃癌個別検診システムの有用性に関する検討」 

越谷市医師会胃癌大腸癌検診委員会 ^ 、ぺ̃胃'，：'，^̃ -～.̂  ^ 田 安 幸 ほ か ト ^ ～ ^ ^ ^ 7 ^ 

9. 「集団検診で発見後，死亡した症例の検討」 

千葉県対がん協会、千葉県がんセンター疫学研究部 崎田真澄ほか 

1 に 4 0 ～ 1 2 : 0 0 ̶ 般 演 題 ! V 麼長松本内科胃腸科院長 松本俊雄 

10. 「春日部市（埼玉県）に於ける胃がん集団検診の実績」 

埼玉県医師会集団検診医会、春日部市医師会胃がん対策委員会 横田俊二ほか 

11.「埼玉県対がん協会（現：埼玉県健康づくり事業団）における胃がん検診の変遷」 

埼玉県医師会集検部会幹事、埼玉県立がんセンター腹部外科 星 博 巳 ほ か 

12 ： 00～13： 0 0 世 話 人 会 3 階 中 会 議 室 

【午後の部】 

13 ： 0 0 ～ 1 3 ： 1 5 総 会 代表世話人代行 

ほ15～13： 35 ̶般演題V 座長上野クリニック院長 

12. 「注腸X線検査の撮影体位の検討」一ゅほ！！め!!！による基礎的検討一 

田無第一病院放射線科 

13. 「注腸X線検査の撮影体位の検討」臨床症例による検討 

田無第一病院放射線科 

13 ： 35～14 ： 0 0 ̶ 般 演 題 V I 座長丸山記念総合病院理事長 

14. 「大腸癌の眩床病理学的特徴」一便潜血反応の有用性一 

埼玉県立がんセンター放射線診断部、腹部外科、消化器科 

15. 「大宮市における大腸癌検診発見癌」―3 0 8例の検討一 

大宮市医師会大腸癌検診委員会 

16. 「春日部市医師会における大腸がん検診」一過去7年間の成績より一 

春日部市医師会大腸がん衬策委員会 

14 ： 05 ~ 1 4 ：15 休 憩 

14 ：15～16 ： 2 5 【 特 別 講 演 】 

『今後の消化器がん検診についてを考える』 

座長上尾胃腸科外科医院長 

座 長 梅 原 病 院 長 

講演I 「行政の立場から」 厚生省老人保健福祉局老人保健課長 

講演II 「医師の立場から」 東北大学医学部長 

16 ： 25～16： 40 総括 国立がんセンター名誉院長 

16 ： 40～16： 4 5 閉 会 の 辞 次期会長駿河台日本大学病院第3内科 

17 ： 00 ̃ 1 8 ： 30 懇親会 会 場 浦 和 東 武 ホ テ ル 

丸山雅-

卜.野茂之 

西村公博ほか 

柏 谷 浩 ほ か 

古川俊隆 

野 津 聡 ほ か 

須田健夫ほか 

渡 辺 章 ほ か 

伊藤敏夫 

梅原松水 

西山正徳先生 

久 道 茂 先 生 

市川平三郎先生 

岩 崎 有 良 先 生 
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昨
年
、
政
府
は
老
健
法
に
も
と
 

づ
く
「
が
ん
検
診
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を
や
め
た
が
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國
の
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金
は
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だ
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た
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？
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を
直
ぐ
忘
れ
る
瘤
 

の
日
本
庶
民
は
、
新
聞
を
見
直
す
 

と
、
た
か
が
「
百
七
十
四
值
円
」
で
 

あ
っ
た
。
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懐
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。
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滸
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催
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と
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れ
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検
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す
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し
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と
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す
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、
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事
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け
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。
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も
、
今
 

や
、
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く
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技
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音
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検
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て
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す
べ
き
と
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が
 

き
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い
ま
す
。
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第
お
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
一
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演
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抄
録
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木
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ン
 

タ
I
放
射
線
技
術
部
副
部
長
 

小

沢

馨
 

^
「
培
玉
県
立
が
ん
セ
ン
 

タ
Iに
お
け
る
胃
癌
に
つ
い
 

て
の
検
討
」
 

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
放
射
 

線
診
断
部
診
療
放
射
線
技
師
 

〇
中
村
宏
、
石
栗
一
男
、
腰
塚
 

慎
一
一
、
土
谷
弘
光
、
藤
間
英
雄
 

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
 

て
、
病
理
組
織
学
的
に
胃
癌
と
 

診
断
さ
れ
た

病̂
変
を
対
象
に
 

占
居
部
位
の
頻
度
を
検
討
し
 

た
。
そ
の
結
果
、
前
壁
3
 

， 4 

お
、
後
壁
？
1̂̂、
大
彎
,̂
 

5ぉ
、
小
彎
が
.1%、
全
周
 

8
 ，

 
9
ぉ
に
病
変
が
認
め
ら
れ
 

た
。
 

現
在
、
集
団
検
診
で
は
胃
集
 

団
検
診
標
準
撮
影
法
式
の
7枚
 

法
を
標
準
と
し
て
い
る
が
、
前
 

壁
撮
影
は
ー
枚
撮
影
し
て
い
る
 

に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
集
団
 

検
診
に
お
い
て
も
前
壁
を
よ
り
 

描
出
す
る
よ
う
な
撮
影
に
留
意
 

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

え
「
追
加
撮
影
の
有
効
性
に
 

つ
い
て
」
 

(財
)茨
城
県
総
合
健
診
協
会
 

0
小
松
嵴
秀
文
、
川
又
英
也
、
 

鬼
沢
利
夫
、
臼
井
一
則
、
浅
野
 

豊
、
古
谷
淸
一
、
藤
来
秀
俊
、
石
 

川
直
隆
、
嶋
田
和
広
、
仲
田
智
 

彦
、
川
崎
光
利
、
岡
田
利
男
、
斎
 

藤
洋
子
、
福
富
久
之
 

胃
が
ん
集
団
検
診
に
よ
り
発
 

見
さ
れ
た
平
成
00年
度
確
定
胃
 

が
ん

例̂
に
つ
い
て
、
追
川
撮
 

影
が
有
効
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
 

を
病
変
の
占
拠
部
位
、
大
き
 

さ
、
肉
眼
型
に
つ
い
て
検
討
し
 

た
。
平
成
7年
ー
月
よ
り
フ
ィ
 

ル
ム
検
討
会
を
実
施
し
て
お
 

り
、
有
効
追
加
撮
影
の
割
合
を
 

平
成
6、
 

7
年
度
と
比
較
し
、
 

若
干
の
知
見
を
得
た
の
で
報
告
 

す
る
。
 

「̂
ア
ン
ケ
︱
ト
調
査
に
み
 

る
胃
部
造
影
剤
の
現
状
」
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

〇
恵
一
博
、
高
田
恵
子
、
永
井
 

勝
司
、
本
田
今
朝
男
、
石
渡
良
 

徳
、
海
老
根
精
一
一
 

最
近
、
胃
間
接
撮
影
に
お
い
 

て
は
低
粘
性
、
高
濃
度
れ
使
用
 

に
よ
る
一
一
重
造
影
を
主
体
と
し
 

た
撮
影
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
 

る
が
、
施
設
検
診
(
直
接
撮
影
)
 

に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
 

に
あ
る
の
か
、
充
満
像
の
必
要
 

性
は
ど
う
な
の
か
、
お
の
濃
 

度
、
使
用
量
、
発
砲
剤
の
使
用
 

量
と
飲
用
方
法
、
体
位
変
換
、
 

撮
影
体
位
な
ど
を
間
接
撮
影
と
 

比
較
調
査
し
た
の
で
報
告
す
 

る
0
 

一
般
演
題
リ
 

座
長
培
玉
県
立
が
ん
セ
ン
 

タ
I
主
席
技
師
長
 

藤
間
英
雄
 

4：
「
集
団
検
診
用
装̂
置
-̂

2
 0 0

 0
^
0

 
3
'
の
使
用
経
 

験
」
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

〇
岩
元
興
人
、
濤
川
庸
夫
、
関
 

三
喜
男
、
森
英
司
、
佐
藤
正
元
、
 

坂
本
弘
一
、
鈴
木
勝
司
、
大
下
 

謙
次
、
崎
田
真
澄
、
山
本
政
夫
、
 

小
林
寅
雄
、
大
塚
徹
志
、
姜
高
 

弘
、
良
田
智
、
関
喜
隆
、
拔
川
 

正
嗣
 

当
院
で
は
、
平
成
8年
9月
 

よ
り
日
立
者
載
用

-̂

 

2
0
0
 

0̂
01

 

を
車
と
同
じ
配
置
で
 

室
内
に
設
置
し
、
院
内
で
の
胃
 

部
検
診
に
専
用
で
使
用
し
て
き
 

た
の
で
、
本
装
置
の
臨
床
症
例
 

と
共
に
画
質
、
特
徴
や
問
題
点
 

な
ど
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
 

す
。
 

「̂
ス
キ
ン
ド
︱
ズ
モ
ニ
 

タ
︱
(さ
ロ
ぃ
)を
用
い
た
上
 

部
消
化
管
検
査
の
被
曝
線
量
 

の
測
定
」
 

城
西
放
射
線
技
術
専
門
学
校
 

V
,東
松
山
巿
立
市
民
病
院
 

力
、
保
谷
巿
立
ひ
ば
り
が
丘
中
 

学
め
 

〇
中
谷
儀
一
郎
小
川
亙
、
 

大
槻
清
孝
、
千
田
孝
之
、
花
谷
 

亮
"、
 

ェ
藤
安
幸
、
山
崎
由
紀
敏
、
获
 

元
孝
、
小
島
精

 

一
^
星
名
 

利
文
ぇ
 

【
目
的
】
リ
ア
ル
タ
イ
ム
積
算
 

皮
膺
線
量
計
ス
キ
ン
ド
︱
ズ
モ
 

ニ
タ
︱
を
用
い
て
上
部
消
化
管
 

検
査
の
被
曝
線
量
を
測
定
し
 

た
。
5
 0

 "
の
諸
特
性
及
び
、
 

測
定
精
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
 

え
報
告
す
る
。
 

【
結
果
】
502は
、
セ
ン
サ
︱
 

部
が
画
像
の
障
害
に
な
ら
ず
、
 

エ
ネ
ル
ギ
︱
依
存
性
等
の
補
正
 

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
患
者
の
 

皮
膺
線
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
 

精
度
よ
く
測
定
で
き
る
こ
と
が
 

確
認
で
き
た
。
 

「̂
勉
強
的
な
意
味
で
当
事
 

業
団
の
技
師
が
害
き
込
ん
で
 

い
る
チ
ェ
ッ
ク
票
に
基
づ
い
 

た
過
去
二
年
間
の
I
次
、
二
 

次
、
確
定
と
の
比
較
を
お
こ
 

な
う
」
 

(
財
)
埼
玉
県
健
康
づ
く
り
事
 

業
団
地
域
保
健
部
 

〇
渡
辺
庸
 

当
事
業
団
の
胃
集
検
を
実
施
 

し
て
い
る
各
技
師
は
、
数
年
前
 

か
ら
独
自
に
チ
ヱ
ッ
ク
票
を
作
 

成
し
各
自
の
技
術
の
向
上
、
読
 

影
力
の
向
上
、
全
員
の
統
一
化
 

に
勉
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
各
 

技
師
が
撮
影
時
又
は
、
現
像
 

フ
ィ
ル
ム
構
成
時
に
発
見
し
た
 

異
常
所
見
を
チ
ェ
ッ
ク
票
に
記
 

入
し
読
影
結
果
と
の
比
較
検
討
 

を
行
う
事
に
依
つ
て
得
ら
れ
る
 

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
 

に
過
去
一
一
年
間
の
一
次
、
二
 

次
、
確
定
の
比
較
検
討
結
果
の
 

発
表
を
行
い
ま
す
。
 

I
般
演
題
川
 

座

長

本

庄

総

合

病

院

長
 

加
部
吉
男
 

「̂
個
別
胃
癌
検
診
の
受
診
 

率
向
上
へ
の
寄
与
」
 

前
橋
巿
医
師
会
 

〇
小
板
橋
毅
、
八
木
茂
、
 

宮
石
和
夫
、
中
村
篤
、
石
田
 

稳
、
八
木
秀
明
 

前

群

馬

大

学

関

口

利

和
 

前
橋
市
医
師
会
方
式
に
よ
る
 

個
別
胃
癌
検
診
は
、
昭
和

年̂
 

会
始
初
年
度
の
年
間
受
診
者
数
 

4
1
8
5
人
、
昭
和
6
2
竿
ー
 

0551人
、
平
成
5年
14 

2
 8

 9た
、
平
成
9
年
1
6

 
0
0
 

4
 
6人
と
年
々
増
加
し
て
い
 

る
。
平
成

年̂
3月
ま
で
の
け
 

年
間
の
総
受
診
者
数
は
15

 
6 

504人
で
あ
る
。
国
の
補
助
 

金
廃
止
、
癌
検
診
へ
の
不
信
報
 

道
、
経
済
不
況
な
ど
で
検
診
数
 

が
伸
び
悩
む
中
で
、
前
橋
市
の
 

胃
癌
検
診
数
増
加
に
つ
き
検
討
 

す
る
〜
 

0
6
「
内
視
鏡
の
選
択
が
可
能
 

な
胃
癌
個
別
検
診
シ
ス
テ
ム
 

の
有
用
性
に
関
す
る
検
討
」
 

越
谷
巿
医
師
会
胃
癌
大
腸
癌
 

検
診
委
員
会
 

0藤
田
安
幸
、
市
川
純
一
一
、
大
 

沢
勉
、
梶
原
功
介
、
境
秀
 

博
、
中
島
久
元
、
原
浩
、
山
 

岸
俊
次
 

越
谷
市
で
は
1961年
よ
 

り
一
般
地
域
住
民
を
対
象
と
し
 

た
異
集
検
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
 

法
と
し
て
内
視
鏡
検
査
を
導
人
 

し
、
今
日
ま
で
逐
年
検
診
を
 

行
っ
て
い
る
。
お
年
か
ら
は
受
 

診
者
自
身
が
内
視
鏡
あ
る
い
は
 

X線
を
選
択
し
て
受
診
す
る
こ
 

と
が
可
能
な
個
別
(
施
設
)
検
 

診
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
 

今
回
は
、
&年
度
ま
で
の
13年
 

間
の
成
績
か
ら
、
内
視
鏡
を
活
 

用
し
た
個
別
検
診
シ
ス
テ
ム
の
 

有
用
性
に
つ
い
て
検
討
.̂
 

た
の
で
報
告
す
る
。
 

を
.̂
 

「̂
集
団
検
診
で
発
見
後
『
 

死
亡
し
た
症
例
の
検
討
」
 

千
葉
県
：
が̂
ん
協
会
リ
千
葉
 

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
疫
学
研
究
部
 

2 
〇
崎
田
真
澄
、
11川
庸
夫
、
関
 

三
喜
男
、
森
英
司
、
佐
藤
 

正
元
、
坂
本
弘
I
 、
鈴
木
勝
司
、
 

大
下
謙
次
、
山
本
政
夫
、
小
林
 

寅
雄
、
大
塚
徹
志
、
姜
高
弘
、
 

吉
田
智
、
岩
元
興
人
、
関
 

喜
隆
、
拔
川
正
嗣
ひ
村
田
 

紀

 ̂
平
成
ー
年
〜
8年
に
対
が
ん
 

協
会
で
行
つ
た
集
団
検
診
症
例
 

と
千
葉
県
胃
痛
登
録
で
死
亡
が
 

判
明
し
た
症
例
を
用
い
、
癌
発
 

見
後
死
亡
し
た
症
例
13
 

例
)
を
用
い
生
存
期
間
、
大
き
 

さ
、
深
達
度
、
組
織
等
に
つ
い
 

て
検
討
を
行
っ
た
の
で
報
告
し
 

I
般
演
題
が
 

座
長
松
本
内
科
胃
腸
科
院
 

長
 

松
本
俊
雄
 

ひ
「
春
日
部
市
(
埼
玉
県
)
に
 

於
け
る
胃
が
ん
集
団
検
診
の
 

実
縝
」
 

埼
玉
県
医
師
会
集
団
検
診
医
会
 

春̂
日
部
市
医
師
会
胃
が
ん
 

対
策
委
員
会
 

〇
横
田
俊
一
一
、
梅
原
松
水
、
水
 

間
正
冬
、
古
川
俊
隆
ご
、
岩
松
 

正
隆
、
遠
藤
実
、
松
村
茂
夫
、
 

久
野
裕
？
？
 

県
東
部
に
位
置
す
る
春
日
部
 

市
は

万̂
2千
人
の
人
口
を
有
 

す
る
田
園
都
市
で
、
都
内
へ
の
 

通
勤
圏
内
に
有
す
る
住
宅
都
市
 

で
あ
る
。
男
性
は
サ
ラ
リ
︱
マ
 

ン
(
職
域
検
診
対
象
者
)
、
女
性
 

は
主
婦
専
業
(
住
民
検
診
対
象
 

者
)
が
多
い
。
 

昭
和
：
：
；
；
年
3月
ー
日
に
埼
玉
 

県
医
師
会
が
ん
集
団
検
診
医
会
 

が
発
足
、
埼
玉
県
吋
が
ん
協
会
 

よ
り
委
託
を
受
け
て
胃
フ
ィ
ル
 

ム
の
読
影
診
断
が
始
ま
り
、
県
 

内
を
東
、
西
、
南
、
北
に
分
け
 

て
読
影
医
の
グ
ル
ー
ブ
が
っ
く
 

ら
れ
た
。
県
内
の
胃
が
ん
検
診
 

フ
ィ
ル
ム
を
当
番
制
で
診
た
I
 

春
日
部
市
の
胃
が
ん
集
検
は
I
 

和

年̂
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
現
 

在
に
至
っ
て
い
る
。
私
は
最
袖
 

よ
り
た
ず
さ
わ
り
初
年
度
の
受
 

診
者
は
|
名
で
、
現
在
は
4
、
 

5
 0

 
0
名
以
上
と
な
つ
て
き
 

た
。
老
健
法
が
施
行
さ
れ
た
年
 

以
来
、
；
5年
間
の
受
診
者
数
は
 

約
5
 7
、

 4

 0

 
0
人
と
な
り
、
発
 

見
さ
れ
た
胃
が
ん
数

名̂
以
上
 

と
な
っ
た
。
発
見
率
は
尸
5ぉ
 

で
、
全
国
平
均
率
よ
り
少
な
 

い
。
ち
な
み
に
平
成
8年
度
の
 

検
診
実
績
は
、
検
診
対
象
者
数
 

51、
2100名
、
受
診
者
数
 

4、

 5

 41
名
、
受
診
率
8

 ，
 

52

 #、
要
精
検
者
数
6

 
6
 8 

名
、
要
精
検
率
2
罾
"
ぁ
、
精
 

検
受
診
者
数
5
 
8

 7
名
、
精
検
 

受
診
率
5

 .

 

発
見
が
ん
 

数
2名
、
が
ん
発
見
率
0

 
.
 3 

先
で
あ
っ
た
。
 

^
「
埼
玉
県
対
が
ん
協
会
 

(
現
：
埼
玉
県
健
康
づ
く
り
 

事
業
団
)
に
お
け
る
胃
が
ん
 

検
診
の
変
遷
」
 

埼
玉
県
医
師
会
集
検
部
会
幹
事
 

り
、
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

腹
部
外
科
？
？
 

〇
星
博
巳
ひ
須
田
雍
夫
？
？
 

昭
和
お
年
か
ら
平
成
8年
3 

月
ま
で
の
埼
玉
県
対
が
ん
協
会
 

(
現
：
健
康
づ
く
り
事
業
団
) 

で
行
っ
た
胃
が
ん
集
検
例
は
9 

02、
 
5
3
7
例
で
、
要
精
埃
 

率
は
2
 
.1
#
、
胃
が
ん
発
見
 

率
は
0申

ぉ̂
で
あ
る
。
 

埼
玉
県
健
康
づ
く
り
事
業
団
 

で
は
こ
れ
ら
の
治
療
内
容
を
年
 

次
毎
に
追
跡
調
査
(
治
療
内
容
 

判
明
率
：
2
 
1 
8
ぁ
〕
し
て
い
 

た
が
、
今
回
は
そ
の
結
果
を
総
 

括
し
て
報
告
す
る
。
 

一
般
演
題
V
 

座
長
上
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
 

長
 

上
野
茂
之
 

「̂
注
腸
X線
検
査
の
撮
影
 

体
位
の
検
討
」
1131.13コ
10ョ
 

に
よ
る
基
礎
的
検
討
︱
 

田
無
第
一
病
院
放
射
線
科
 

〇
西
村
公
博
、
柏
谷
浩
、
加
 

藤
幸
雄
 

平
成
4年
度
第
3次
老
人
保
 

健
法
の
施
行
に
よ
り
、
大
腸
痛
 

の
集
団
検
診
が
実
施
さ
れ
、
便
 

潜
血
陲
性
者
に
対
す
る
精
密
検
 

査
と
し
て
注
腸
X線
検
査
が
多
 

く
の
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
一
 

が
、
使
用
す
る
フ
ィ
ル
ム
枚
数
 

や
撮
影
体
位
に
つ
い
て
標
準
化
 

さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
放
射
線
 

技
師
が
検
査
を
行
う
際
に
胸
部
 

や
骨
撮
影
の
よ
う
な
盲
点
の
少
 

な
い
基
本
的
撮
影
体
位
を
決
め
 

て
お
く
こ
と
は
患
者
も
技
師
も
 

安
心
し
て
検
査
を
行
う
事
が
出
 

来
る
も
の
と
考
え
、
大
腸
表
面
 

型
腫
蕩
擬
次
フ
ァ
ン
ト
ム
に
よ
 

る
基
礎
的
検
討
を
行
っ
た
の
で
 

報
告
す
る
。
 

は
「
注
腸
X
線
検
査
の
撮
影
 

体
位
の
検
討
」
 

臨
床
症
例
に
よ
る
検
討
 

田
無
第
一
病
院
放
射
線
科
 

〇
粕
谷
诰
、
西
村
公
博
、
加
 

藤
幸
雄
 

基
礎
的
検
討
に
よ
り
得
ら
れ
 

た
結
果
を
基
に
撮
影
さ
れ
た
臨
 

床
症
例
の
検
討
を
行
っ
た
の
で
 

報
告
す
る
。
 

I
般
演
題
5
 

座
長
丸
山
記
念
総
合
病
院
 

理
事
長
 

古
川
俊
隆
 

「̂
大
腸
癌
の
臨
床
病
理
学
 

的
特
徴
」
︱
便
潜
血
反
応
の
 

有
用
性
︱
 

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
放
 

射
線
診
断
部
り
、
腹
部
外
科
 

消̂
化
器
科
^
 

〇
野
津
聡
、
腰
塚
慎
 

一

一

、

土
 

谷
弘
光
、
鈴
木
賢
、
高
田
維
 

茂
ひ
関
核
毅
、
橋
口
陽
一
一
 

山
本
邦
男
 3 

大
腸
癌
4
 
5
2
例
を
体
象
と
 

し
て
、
便
潜
血
陽
性
が
主
訴
の
 

潜
血
群
、
血
便
，
下
血
が
主
訴
 

の
顕
性
出
血
群
、
そ
の
他
の
3 

群
に
分
類
し
臨
床
病
理
学
的
に
 

検
討
し
た
。
〔
結
果
〗
早
期
攘
-. 

進
行
癌
は
潜
血
群
で
が
：
2 

例
、
顕
性
出
血
群
で
^
:
脱
 

例
、
そ
の
他
で
？
3：
"例
で
潜
 

血
群
で
早
期
癌
の
割
合
が
高
 

か
っ
た
。
直
腸
癌
：
結
腸
癌
は
 

潜
血
群
で
:̂̂
例
、
顕
性
出
 

血
群
で
？
3：
；
2例
、
そ
の
他
で
 

は

:̂肥
例
で
顕
性
出
血
群
で
 

直
腸
癌
の
割
合
が
多
か
つ
た
。
 

進
行
癌
肉
眼
型
で
は
限
局
型
：
 

浸
潤
型
が
潜
血
群
で
^
 
： 5 

例
、
顕
性
出
血
群
で
犯
：
？
" 

，
例
、
そ
の
他
で
：̂
5例
で
潜
 

群
の
浸
潤
型
の
割
合
が
低
 

か
つ
た
。
【
結
語
〕
大
腸
瘅
検
診
 

に
お
け
る
便
潜
血
反
応
は
早
期
 

癌
の
発
見
に
は
有
用
で
あ
る
 

が
、
潜
血
群
は
顕
性
出
血
群
よ
 

り
直
腸
癌
の
割
合
が
低
い
こ
 

と
、
お
よ
び
浸
潤
型
の
進
行
癌
 

の
割
合
が
少
な
い
こ
と
に
留
意
 

す
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
。
 

「̂
大
宮
巿
に
お
け
る
大
腸
 

癌
検
診
発
見
癌
」
1
3
0
8 

例
の
検
討
︱
 

大
宮
市
医
師
会
大
腸
癌
検
診
 

委
員
会
 

〇
須
田
健
夫
、
中
野
真
、
井
 

上
幸
万
、
翁
伯
東
、
田
畑
育
 

男
、
冨
田
一
郎
、
蓮
見
直
彦
、
松
 

沢
良
和
 

平
成
5年
よ
り
5年
間
の
大
 

宮
市
大
腸
癌
検
診
は
、
要
精
検
 

率
川
-
3
ぉ
、
発
見
癌
(
率
)
舰
 

例
(
ひ
-
お
お
)
で
、
早
期
，
 

例
、
進
行
乃
例
、
不
明
1
0
例
で
 

あ
っ
た
。
年
齢
別
は
男

歳̂
 

代
、
女

、̂
兀
歳
代
に
多
か
つ
 

た
。
早
期
癌
は
ー
型
、
進
行
癌
 

は
2型
が
多
く
、
占
拠
部
位
は
 

と
も
に
直
腸
，
5状
結
腸
に
多
 

か
っ
た
。
 

逐
年
検
診
発
見
癌
は
；
；
：
！
例
 

(：
：
：
先
)で
あ
っ
た
。
 

都
市
型
地
域
検
診
の
現
状
を
 

報
告
す
る
。
 

「̂
春
日
部
巿
医
師
会
に
お
 

け
る
大
腸
が
ん
検
診
」
︱
過
 

去
7
年
間
の
成
績
よ
り
I 

春
日
部
市
医
師
会
大
腸
が
ん
 

衬
策
委
員
会
 

0
渡
辺
章
、
岩
松
正
隆
、
名
 

越
啓
史
、
安
孫
子
征
、
久
野
 

裕
 

春
日
部
市
医
師
会
で
は
、
平
 

成
3年
以
来
老
人
保
健
法
に
基
 

づ
く

歳̂
以
上
の
老
人
健
診
受
 

診
者
を
体
象
に
大
腸
が
ん
検
診
 

を
お
こ
な
つ
て
き
た
。
平
成
9 

年
度
ま
で
の
過
去
7年
間
に
延
 

ベ
6
 3
、

 0

 
0
0

 3人
の
受
診
者
 

を
数
え
、
12 
6
人
の
癌
を
発
 

見
し
た
(
癌
発
見
率
0
罾
お
。
 

医
師
会
の
検
診
の
現
状
を
述
べ
 

る
と
と
も
に
偽
陰
性
例
の
把
握
 

な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
 

い
て
報
告
す
る
。
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矚影のニ-ズに応えます 
豊 富 な 診 断 情 報 量 を 提 供 す る 高 鮮 鋭 画 像 
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コダック卩ド^フィルム 

黼コダック独自の丁-粒子乳剤技術を採用 
画ハイシャープネスでくっきりとした高鮮鍈画像を実現 

様々な診療スタイルに対応した 
卜一タルシステム 

タックX̶ 才マット50006&プロセッサ̶  
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コダックロールフィルムフィーダ一 
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3̃̃ルフィルムフィ一ダ一モデル43 
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-ルフィルムフネさ.ダ一モデル35 (お35用）. 

コダック鼸鼸システム 7/76 116^ 1//5/0/7 0ザに0づ3レ 

コダック株式会社ヘルスイメージング事業部 

？ 〈03)5644-5160 
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(0878)22-3502 
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間 接 撮 影 画 像 の 質 的 変 革 

一消化管専用 I V ！卜「 6 新登場。一 

「[̂さ撮影I由'I像,的変あのコンセプトのもとに開発された「編-は」。 

そのぼ術を採出した、消化管集団検診用フィルム「IV！卜「6」新登場。 

最適な[̂ 調13：叶による^断しやすい画像て集^検^に《献しま1； 

富士メティカルイメージングフィルム 

1̂ 11-1=6 
(間接撮影用） 

画質を重視した、標準感度の 

消化管集団検診用フィルムです。 

じスポットカメラ用としてご使 

用いただけます。 

暴超高凼'資 
新̂しに粒子乳剤技術を用いた微̂子.高お̂度 
粒状性の向上で微細な病変まで描出てきます 

：重造影像から充盈像まで広い濕度領域をバランス 
良く描出する最邐な階調設計で診新しやすい画像が得られます。 
薬車許可番号（神用）第0006号 

# 5定し / : ^ ^ 
新2；しに1立子乳剤の採用で,̂固な:!6像か形成され30杪処3までの安 
定した処!！が可能です。 

。口遇(サイスっ 
口一ルタイプ：10011111X30 ， 5^1 

1001^X45.7^ 

豪資料81求は直士メディカルシステム株式会社まで 

き士写真フィルム株式会社総発売元窗士メテマカルシステム株式贫社東京都中央区銀座7-门-8第2丸;4ビル： 3東京（(̂"らお-3： 

超音波部会』に入会を 
超音波部会代表世話人大波忠（東京都設計事務所健保組合) 

【
特
別
講
演
】
 

『
今
後
の
消
化
器
が
ん
検
診
 

に
つ
い
て
を
考
え
る
』
 

座
長
上
尾
胃
腸
科
外
科
医
 

院
長
 

伊
藤
敏
夫
 

座

長

梅

原

病

院

長
 

梅
原
松
水
 

講
演
I 

「
行
政
の
立
場
か
ら
」
 

厚
生
省
老
人
保
健
福
祉
局
老
 

人
保
健
課
長
 

西
山
正
徳
先
生
 

I
が
ん
検
診
に
つ
い
て
 

が
ん
検
診
は
、
1
次
計
画
 

(
胃
が
ん
.
子
宮
頸
が
ん
)
の
 

後
、
肺
が
ん
，
乳
が
ん
，
子
宮
 

体
が
ん
，
大
腸
が
ん
の
各
検
診
 

を
追
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
が
 

ん
検
診
は
、
疾
病
そ
の
も
の
を
 

早
期
に
発
見
し
、
早
期
治
療
に
 

つ
な
げ
る
も
の
(
い
わ
ゆ
る
2
 

次
予
防
)
で
あ
り
ま
す
。
検
診
 

項
目
の
追
加
に
際
し
て
は
、
公
 

衆
衛
生
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
 

え
、
①
羅
患
率
、
有
病
率
、
死
 

亡
率
が
高
い
こ
と
、
②
ス
ク
 

リ
ー
二
ン
グ
の
妥
当
性
、
信
頼
 

性
が
高
い
こ
と
、
⑤
検
査
が
簡
 

単
で
費
用
も
適
正
で
あ
る
こ
 

と
、
④
早
期
発
見
後
の
早
期
治
 

療
効
果
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
 

と
、
等
を
考
慮
し
て
参
り
ま
し
 

た
。
ま
た
、
本
年
4月
に
は
「
が
 

ん
検
診
の
有
効
性
評
価
に
関
す
 

る
研
究
班
報
告
書
」
が
公
表
さ
 

れ
、
各
種
が
ん
検
診
に
つ
い
て
 

の
有
効
性
に
つ
い
て
、
科
学
的
 

根
拠
に
基
づ
い
た
評
価
が
明
ら
 

か
に
な
り
ま
し
た
。
老
人
保
健
 

法
に
基
づ
く
が
ん
検
診
に
つ
い
 

て
は
、
そ
の
普
及
-定
着
等
に
 

か
ん
が
み
、
平
成
川
年
度
よ
り
 

地
方
交
付
稅
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
 

で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
が
 

ん
検
診
の
実
施
は
自
治
体
首
長
 

の
判
断
に
よ
る
こ
と
と
な
り
ま
 

し
だ
が
、
①
が
ん
対
策
と
し
 

て
、
が
ん
の
発
生
を
未
然
に
予
 

防
す
る
一
次
予
防
が
ま
ず
重
要
 

で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
の
み
 

で
は
必
ず
し
も
十
全
で
は
な
 

く
、
 
2
次
予
防
対
策
と
し
て
の
 

検
診
の
重
要
性
が
広
く
指
摘
さ
 

れ
て
い
る
、
②
公
衆
衛
生
審
議
 

会
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
条
件
 

を
満
た
す
よ
う
な
が
ん
検
診
に
 

つ
い
て
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
 

の
健
康
を
確
保
す
る
観
点
か
 

ら
、
受
診
を
希
望
す
る
住
民
に
 

広
く
そ
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
 

と
が
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
 

い
る
、
③
「
が
ん
検
診
の
有
効
 

性
評
価
に
関
す
る
研
究
班
」
の
 

報
告
は
、
が
ん
検
診
の
実
施
方
 

法
の
改
善
や
、
対
象
と
す
べ
き
 

が
ん
の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
追
 

加
的
に
必
要
と
な
る
デ
︱
タ
に
 

つ
い
て
指
摘
は
し
て
い
る
も
の
 

の
、
総
体
と
し
て
の
が
ん
検
診
 

の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
一
部
 

の
報
道
と
は
異
な
り
、
肯
定
的
 

に
評
価
し
て
い
る
、
こ
と
等
の
 

観
点
か
ら
、
各
自
治
体
に
お
い
 

て
、
引
き
続
き
が
ん
検
診
を
実
 

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
 

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

3
こ
れ
か
ら
の
老
人
保
健
医
 

療
対
策
 

現
在
の
と
こ
ろ
、
へ
ル
ス
事
 

業
は
第
3次
計
画
に
基
づ
い
て
 

実
施
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
 

で
あ
り
ま
す
が
、
第
3次
計
画
 

は
平
成
：
：
年
度
を
も
つ
て
終
了
 

す
る
こ
と
と
な
つ
て
お
り
ま
 

す
。
そ
の
後
の
保
健
事
業
の
あ
 

り
方
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
 

保
健
医
療
制
度
の
あ
り
方
に
関
 

す
る
議
論
の
一
環
と
し
て
、
医
 

療
保
険
福
祉
審
議
会
等
の
場
で
 

議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
今
後
の
高
齢
者
に
 

対
す
る
予
防
や
健
康
増
進
の
あ
 

り
か
た
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
 

医
療
保
険
.医
療
提
供
体
制
の
 

あ
り
か
た
や
老
人
保
健
制
度
と
 

介
護
保
険
制
度
と
の
関
係
に
関
 

す
る
議
論
の
方
向
性
に
よ
つ
て
 

大
き
く
左
右
さ
れ
る
、
」
と
に
な
 

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
 

も
、
現
行
の
へ
ル
ス
事
業
に
お
 

け
る
問
題
点
に
対
応
し
た
も
の
 

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
 

な
わ
ち
、
①
地
域
や
個
人
の
特
 

性
に
応
じ
た
保
健
活
動
の
強
 

化
、
②
寝
た
き
り
，
痴
呆
対
策
 

の
強
化
、
③
評
価
を
内
在
し
た
 

保
健
活
動
の
実
施
、
④
科
学
的
 

根
酷
に
基
づ
い
た
介
入
方
法
の
 

選
択
、
⑤
活
動
実
績
中
心
の
評
 

価
か
ら
保
健
指
標
の
改
 

の
評
価
へ
の
転
換
、
⑥
評
^ 

お
け
る
費
用
対
効
果
分
析
の
導
 

入
、
⑦
健
診
情
報
等
の
時
系
列
 

的
把
握
と
惰
度
管
理
の
強
化
、
 

⑧
医
療
.職
域
保
健
，
介
護
等
 

と
の
連
携
の
強
化
、
等
に
対
応
 

で
き
る
制
度
で
あ
る
こ
と
が
求
 

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

基
本
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
の
 

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
 

う
な
問
題
点
を
を
含
め
た
観
点
 

か
ら
の
検
討
が
行
わ
れ
る
も
の
 

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て
 

は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
観
 

点
か
ら
、
実
施
市
町
村
が
、
健
 

診
後
の
保
健
指
導
等
と
の
連
携
 

を
一
壩
充
実
さ
せ
る
と
と
も
 

に
、
健
診
お
よ
び
そ
の
後
の
保
 

健
指
導
に
よ
る
効
果
を
定
量
的
 

に
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
 

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
 

た
め
に
は
、
健
診
情
報
の
時
系
 

列
的
把
握
や
精
度
管
理
を
強
化
 

す
る
と
と
も
に
、
保
健
指
標
の
 

改
善
と
い
う
観
点
か
ら
の
評
価
 

を
行
い
や
す
く
す
る
こ
と
が
必
 

要
で
あ
り
、
国
の
重
要
な
役
割
 

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
町
村
が
 

参
考
と
す
る
た
め
の
、
精
度
管
 

理
お
よ
び
保
健
活
動
の
効
果
の
 

評
価
に
関
す
る
マ
二
ユ
ア
ル
を
 

策
定
す
る
，
」
と
や
情
報
体
制
を
 

整
備
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
 

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
 

基
本
健
康
診
査
に
対
す
る
評
価
 

指
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
費
用
 

効
果
分
析
も
重
要
で
あ
り
ま
 

す
。
こ
れ
に
関
し
て
も
今
後
検
 

討
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
す
 

で
に
、
基
本
健
康
診
査
の
受
診
 

率
が
高
い
市
町
村
ほ
ど
老
人
診
 

療
費
が
低
く
な
つ
て
い
る
と
い
 

う
研
究
も
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
 

す
。
 

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
 

「
が
ん
検
診
の
有
効
性
評
価
に
 

関
す
る
研
究
班
」
の
報
告
に
お
 

い
て
、
有
効
性
の
完
全
な
証
明
 

が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
 

れ
て
い
る
検
診
に
つ
い
て
は
、
 

有
効
性
の
検
証
の
た
め
の
更
な
 

る
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
よ
り
 

有
効
性
の
証
明
の
レ
ベ
ル
が
高
 

い
検
診
方
法
が
存
在
す
る
と
指
 

摘
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
 

は
、
新
た
な
検
診
の
導
入
に
係
 

る
実
施
方
法
や
精
度
管
理
の
方
 

法
な
ど
に
関
す
る
検
証
を
推
進
 

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
 

際
、
こ
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
 

て
は
、
す
で
に
検
討
を
開
始
し
 

て
お
り
、
こ
う
し
た
検
討
の
結
 

果
に
つ
い
て
は
、
得
ら
れ
次
 

第
、
速
や
か
に
お
示
し
し
た
い
 

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
 

た
科
学
に
基
づ
い
た
情
報
の
提
 

供
や
精
度
管
理
に
関
す
る
マ
 

二
ュ
ア
ル
等
の
呈
示
な
ど
に
つ
 

い
て
は
、
今
後
、
国
の
重
要
な
 

役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
 

て
お
り
ま
す
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
の
高
 

齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の
あ
, 

り
か
た
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
 

医
療
保
険
及
び
医
療
提
供
体
制
 

の
抜
本
改
革
ゃ
介
謨
保
険
制
度
 

に
関
す
る
議
論
と
密
接
な
関
連
 

を
も
つ
て
す
す
め
ら
れ
て
お
 

り
、
今
後
そ
れ
ら
の
議
論
を
踏
 

ま
え
な
が
ら
、
現
行
制
度
の
見
 

直
し
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
 

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

講
演
卩
 

「
医
師
の
立
場
か
ら
」
 

東

北

大

学

医

学

部

長
 

久

道

茂

先

生
 

が
ん
検
診
の
有
効
性
に
つ
い
 

て
は
、
近
年
、
専
門
医
、
検
診
 

従
事
者
、
臨
床
医
、
病
理
学
者
、
 

疫
学
者
、
行
政
、
マ
ス
メ
デ
ィ
 

ァ
、
一
般
地
域
往
民
の
立
場
な
 

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
の
 

議
論
が
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
 

に
よ
つ
て
、
多
く
の
国
民
は
、
 

が
ん
検
診
の
持
つ
問
題
点
を
知
 

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
反
面
、
 

が
ん
検
診
の
有
効
性
、
早
期
発
 

見
の
効
果
に
つ
い
て
、
間
違
つ
 

た
理
解
や
誤
解
を
生
む
こ
と
に
 

も
な
つ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
 

誤
解
を
持
っ
た
ま
ま
、
早
期
発
 

見
の
機
会
を
逸
し
、
助
か
る
命
 

を
み
す
み
す
逃
し
て
い
る
か
も
 

し
れ
な
い
人
達
が
い
る
と
し
た
 

ら
問
題
で
あ
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
 

平
成
8年
度
厚
生
省
老
人
保
健
 

健
康
増
進
等
補
助
金
事
業
と
し
 

「̂
が
ん
検
診
の
有
効
性
に
関
 

る̂
調
査
研
究
亊
業
」
の
研
究
 

班
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
 

班
の
目
的
は
、
が
ん
検
診
の
実
 

施
に
当
た
っ
て
、
受
診
者
に
対
 

し
て
検
診
の
有
効
性
及
び
限
 

界
、
検
診
に
伴
う
リ
ス
ク
等
の
 

事
項
に
つ
い
て
十
分
に
情
報
を
 

提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
 

で
、
こ
れ
ら
の
が
ん
検
診
に
係
 

る
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
 

行
わ
れ
た
疫
学
的
手
法
に
よ
る
 

研
究
を
中
心
と
し
て
発
表
さ
れ
 

た
各
種
学
術
論
文
な
ど
に
よ
り
 

正
確
か
つ
偏
り
の
な
い
情
報
を
 

集
積
，
分
析
し
、
検
診
従
事
者
 

用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
、
 

が
ん
検
診
従
事
者
に
対
し
て
も
 

正
し
い
情
報
の
提
供
の
推
進
に
 

寄
与
し
ょ
う
と
し
た
。
 

平
成
3年
4月
、
研
究
班
は
 

老
人
保
健
法
の
保
健
事
業
と
し
 

て
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
5つ
 

の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
総
合
評
 

価
を
し
、
か
つ
現
状
で
の
有
効
 

性
評
価
に
つ
い
て
の
結
論
と
見
 

直
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
将
来
の
 

研
究
や
実
施
面
で
の
方
向
を
示
 

唆
す
る
「
勧
告
」
を
ま
と
め
て
 

一
般
に
公
開
し
た
。
多
く
の
関
 

心
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
と
な
つ
 

た
。
 

今
回
は
、
特
に
消
化
器
が
ん
 

検
診
を
中
心
に
紹
介
し
、
今
後
 

の
方
向
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
 

と
と
す
る
。
 

昨
年
、
鹿
児
島
学
会
時
に
、
 

竹
原
靖
明
日
本
消
化
器
集
団
検
 

診
学
会
理
事
よ
り
、
関
東
甲
信
 

越
地
方
会
放
射
線
技
師
部
会
世
 

話
人
に
「
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

に
「
超
音
波
部
会
」
を
作
り
た
 

い
が
、
「
放
射
線
技
師
部
会
」
と
 

し
て
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
 

る
だ
ろ
う
か
』
と
い
う
打
診
が
 

あ
り
、
技
師
部
会
世
話
人
は
 

「
そ
れ
は
放
射
線
技
師
に
と
つ
 

て
も
大
変
よ
い
こ
と
で
、
是
非
 

と
も
実
現
す
る
よ
う
放
射
線
技
 

師
部
会
世
話
人
代
表
と
も
話
し
 

合
つ
て
く
だ
さ
い
」
と
約
束
 

し
、
そ
れ
が
暮
れ
に
な
っ
て
実
 

現
し
た
。
 

当
日
は
、
超
音
波
部
会
よ
り
 

竹
原
靖
明
(
日
本
消
化
器
集
団
 

検
診
学
会
理
事
)
、
小
野
良
榭
 

(
日
本
大
学
医
学
部
助
教
授
)
、
 

小
島
正
久
(
関
東
中
央
病
院
健
 

康
管
理
課
部
長
)
、
大
波
忠
 

(
東
京
都
設
計
事
務
所
健
保
組
 

合
健
康
管
理
セ
ン
タ
︱
)ほ
か
 

5名
、
放
射
線
技
師
部
会
よ
り
 

世
話
人
代
表
の
石
渡
良
徳
(
神
 

奈
川
県
労
働
福
祉
協
会
)
、
藤
 

井
照
巳
(
労
働
医
学
研
究
会
) 

ほ
か
5名
が
出
席
し
忌
憚
な
い
 

意
兌
を
交
換
さ
れ
、
「
超
音
波
 

部
会
」
発
足
に
向
け
協
力
し
あ
 

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

I
早
速
、
竹
原
靖
明
理
事
よ
り
 

そ
の
意
向
が
丸
山
雅
ー
地
方
会
 

代
表
世
話
人
代
行
に
伝
え
ら
 

れ
、
昨
年
1
2
月
1
5
日
の
地
方
 

会
企
画
調
整
会
議
で
審
議
さ
 

れ
、
2月
19日
に
開
か
れ
る
常
 

任
世
話
人
会
で
承
認
さ
れ
れ
 

ば
、
3月
6日
の
地
方
会
総
会
 

後
、
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
と
 

な
っ
た
。
 

そ
れ
を
受
け
、
本
年
1月
7
 

口
、
小
野
良
樹
超
音
波
部
会
設
 

立
準
備
会
代
表
の
も
と
で
準
備
 

会
が
持
た
れ
、
「
超
音
波
部
会
 

会
則
案
」
作
成
、
「
超
音
波
精
度
 

管
理
指
針
案
」
作
成
、
役
員
案
 

が
審
議
さ
れ
た
。
 

な
お
、
「
超
音
波
部
会
に
お
 

け
る
医
師
の
位
置
付
け
」
に
つ
 

い
て
は
、
「
協
力
関
係
を
保
ち
 

な
が
ら
も
、
当
面
は
、
は
っ
き
 

り
と
し
た
取
り
決
め
は
し
な
 

い
」
こ
と
、
ま
た
、
第
1回
超
 

音
波
部
会
学
術
集
会
は
記
念
集
 

会
と
し
て
、
総
会
を
兼
ね
て
本
 

年
秋
期
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
 

め
ら
れ
た
。
 

【
超
音
波
部
会
が
 

重
 

日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
関
東
 

甲
信
越
地
方
会
 

に
、
肝
.徂
.滕
 

領
域
の
が
ん
検
診
 

を
主
題
に
し
た
超
 

音
波
部
会
が
発
足
 

現
在
、
関
東
甲
 

信
越
地
方
会
の
多
 

く
の
施
設
で
腹
部
 

超
音
波
集
診
(
検
 

診
)
が
行
わ
れ
て
 

レ
ま
す
 

：

I
~
力
 

し
、
腹
部
超
音
波
 

集
診
の
精
度
管
理
 

を
論
ず
る
組
織
が
 

存
在
せ
ず
、
そ
の
 

組
幟
作
り
が
必
要
 

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
超
音
 

波
診
断
の
確
立
.超
音
波
診
断
 

装
置
の
普
及
に
伴
い
、
今
後
ま
 

す
ま
す
、
超
音
波
検
診
が
取
り
 

入
ら
れ
る
な
か
、
よ
り
明
確
に
 

精
度
管
理
の
問
題
が
、
議
論
さ
 

れ
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
 

ん
。
 

【
目
的
は
精
度
管
理
，
技
師
の
 

教
育
と
育
成
】
 

超
音
波
集
検
を
論
ず
る
場
 

合
、
ま
ず
第
一
に
、
精
度
管
理
 

を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
ス
ク
リ
ー
二
ン
グ
検
査
 

と
し
て
は
、
検
診
シ
ス
テ
ム
と
 

し
て
の
精
度
が
基
本
的
な
問
題
 

で
す
。
 

発
足
す
る
超
音
波
部
会
で
 

は
、
医
師
-技
師
の
協
力
の
元
 

に
、
超
音
波
担
当
技
師
の
技
術
 

向
上
の
た
め
の
教
育
と
、
そ
の
 

育
成
の
制
度
化
を
具
体
化
し
て
 

行
き
ま
す
。
 

【
超
音
波
部
会
の
輪
を
広
げ
て
 

く
だ
さ
い
】
 

超
音
波
部
会
は
、
超
音
波
検
 

診
に
携
わ
る
70余
名
の
診
療
 

放
射
線
技
師
，
臨
床
検
査
技
師
 

で
発
足
し
ま
し
た
。
 

地
方
会
会
員
の
皆
様
で
、
超
 

音
波
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
是
 

非
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
 

い
ま
す
。
超
音
波
検
診
を
行
つ
 

て
い
る
施
設
で
、
こ
れ
ま
で
未
 

加
入
で
あ
っ
た
臨
床
検
査
技
師
 

の
方
々
に
も
、
こ
の
機
に
、
是
 

非
、
関
東
甲
信
越
地
方
会
に
入
 

会
さ
れ
、
我
々
と
共
に
活
動
さ
 

れ
る
こ
と
を
願
つ
て
い
ま
す
。
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地
域
胃
集
検
か
ら
一
 

第

回̂
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
季
大
会
 

林
學
会
長
講
演
 

第
36回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
季
大
会
は
、
平
成
10年
10月
16日
、
17
 

日
に
千
葉
県
教
育
会
館
で
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
︱
林
學
会
長
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
 

今
学
会
で
市
川
平
三
郎
，
久
道
茂
.
佐
々
木
壽
英
，
有
末
太
郎
の
四
先
生
の
「
集
検
 

を
語
る
」
が
特
別
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
が
ん
検
診
」
を
 

主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
パ
︱
ト
が
多
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
川
平
三
郎
先
生
 

司
会
で
林
學
先
生
が
「
地
域
胃
集
検
か
ら
」
の
会
長
講
演
を
さ
れ
た
。
 

こ
れ
ま
で
千
葉
県
に
お
け
る
 

胃
集
検
に
つ
い
て
は
、
安
房
地
 

区
に
お
け
る
特
色
あ
る
検
診
以
 

外
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
 

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
 

ま
す
。
理
由
は
特
徴
が
あ
る
と
 

か
、
非
常
に
優
れ
た
と
か
い
う
 

も
の
で
も
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
 

い
え
ば
、
平
凡
な
検
診
で
あ
る
 

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
た
 

だ
担
当
者
が
発
表
す
る
こ
と
を
 

し
て
こ
な
か
つ
た
と
い
、
つ
こ
と
 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

〇
千
葉
胃
集
検
の
歴
史
 

し
か
し
、
こ
の
地
に
お
け
る
 

胃
集
検
に
は
、
全
国
の
先
進
県
 

に
劣
ら
ぬ
歴
史
の
あ
る
こ
と
 

を
、
せ
つ
か
く
の
機
会
で
あ
り
 

ま
す
か
ら
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
 

た
だ
こ
、
つ
と
思
い
ま
す
。
 

「
山
が
あ
る
な
ら
、
こ
ち
ら
 

か
ら
出
か
け
よ
う
」
、
と
い
う
 

の
は
黒
川
先
生
の
有
名
な
言
葉
 

で
あ
り
ま
す
が
、
胃
集
検
の
創
 

世
記
、
十
分
と
い
え
な
い
機
材
 

共
に
、
な
ん
と
か
手
術
可
能
な
 

胃
癌
を
発
見
し
よ
う
と
情
熱
を
 

持
っ
て
こ
と
に
挑
ん
だ
初
代
の
 

方
々
の
あ
と
に
私
共
は
出
て
参
 

り
ま
し
た
。
X線
診
断
で
も
早
 

期
が
ん
と
い
う
も
の
も
ぽ
ち
ぽ
 

ち
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
 

や
が
て
集
団
検
診
の
場
に
も
一
一
 

重
造
影
法
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
 

に
な
る
と
、
間
接
写
真
か
ら
も
 

早
期
が
ん
が
診
断
さ
れ
る
よ
う
 

に
な
っ
て
き
た
、
そ
の
よ
う
な
 

時
代
は
そ
れ
ほ
ど
昔
の
時
代
で
 

は
な
い
と
思
つ
て
い
ま
す
が
、
 

客
観
的
に
は
既
に
一
昔
も
一
一
昔
 

も
前
の
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
い
 

ま
し
た
。
も
う
若
く
は
な
い
の
 

だ
、
と
言
う
思
い
と
共
に
検
診
 

昔
話
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
 

さ
て
、
千
葉
県
に
お
け
る
住
 

民
の
胃
集
検
は
、
昭
和
お
年
代
 

に
、
千
葉
大
第
一
内
科
の
白
壁
 

一
門
に
よ
り
、
千
葉
県
衛
生
部
 

と
共
同
で
始
め
ら
れ
た
と
理
解
 

し
て
い
ま
す
。
今
は
亡
き
堀
越
 

先
生
が
中
心
と
な
り
昭
和
お
年
 

に
検
診
車
に
よ
る
住
民
の
胃
集
 

検
が
始
め
ら
れ
、
4797名
 

受
診
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
 

千
葉
に
お
け
る
が
ん
検
診
の
 

兆
し
は
、
昭
和
お
年
7月
に
千
 

葉
県
医
師
会
や
千
葉
大
学
、
実
 

業
界
が
加
わ
り
、
千
葉
県
対
が
 

ん
協
会
が
日
本
対
が
ん
協
会
創
 

設
に
先
駆
け
、
発
足
し
た
こ
と
 

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
思
え
 

ば
、
本
年
は
発
足
以
来
奶
年
の
 

記
念
す
ベ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
 

が
、
対
が
ん
協
会
は
当
初
の
啓
 

蒙
活
動
か
ら
発
展
的
に
、
昭
和
 

年̂
に
胃
が
ん
検
診
を
す
ベ
て
 

引
き
継
ぐ
形
で
現
在
に
至
つ
て
 

〇
千
葉
対
が
ん
の
事
業
 

私
の
先
輩
か
ら
現
在
に
至
る
 

ま
で
関
係
の
あ
る
千
葉
県
胃
癌
 

協
会
の
歴
史
の
始
ま
り
は
、
こ
 

の
よ
う
に
検
診
を
開
始
し
て
か
 

ら
余̂
年
経
過
し
て
い
る
わ
け
 

で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
；
？
年
度
 

か
ら
安
房
地
区
で
安
房
医
師
 

会
、
昭
和
！
？
年
度
か
ら
成
田
地
 

区
で
成
田
赤
十
字
病
院
、
同
じ
 

く
 

^
年
度
か
ら
木
更
津
地
区
で
 

も
地
域
医
師
会
、
そ
の
後
船
橋
 

市
も
船
橋
市
医
師
会
、
野
田
巿
 

で
は
昭
和

年̂
度
か
ら
野
田
市
 

医
師
会
が
、
と
い
う
よ
う
に
い
 

く
つ
か
の
地
域
で
は
現
在
に
至
 

る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
 

検
新
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
 

す
。
対
が
ん
協
会
は
現
在
県
下
 

市̂
町
村
の
う
ち
が
市
町
村
の
 

胃
集
検
事
業
に
か
か
わ
つ
て
い
 

て
、
平
成
8年
度
に
施
行
し
た
 

間
接
胃
集
検
数
141、
57
 

3人
、
こ
の
う
ち
地
域
集
検
数
 

は
1
1
8
.
1
6
8
人
で
あ
 

り
、
こ
れ
は
千
葉
県
の
住
民
検
 

診
17万
725人
と
い
う
間
 

接
集
検
数
の
、
7割
ほ
ど
に
あ
 

た
り
ま
す
。
 

検
診
の
シ
ス
テ
ム
は
市
町
村
 

指
定
の
場
所
に
検
診
車
で
で
か
 

け
、
撮
影
し
、
協
会
の
読
影
委
 

員
会
で
診
断
後
、
結
果
は
市
町
 

村
を
通
じ
各
個
人
に
通
知
さ
 

れ
、
多
く
の
場
合
、
精
密
検
査
 

は
地
域
の
医
療
機
関
で
施
行
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
精
密
検
査
機
関
は
申
告
に
 

よ
り
認
可
さ
れ
ま
す
の
で
、
精
 

検
機
関
と
し
て
の
条
件
は
特
に
 

な
い
場
合
が
多
く
、
こ
の
辺
は
 

精
度
の
面
か
ら
も
、
か
ね
て
よ
 

り
問
題
の
あ
る
点
で
あ
ろ
う
と
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

被
検
者
に
対
し
、
指
定
医
療
 

機
関
受
診
の
場
合
は
、
一
部
の
 

負
担
で
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
 

う
な
受
診
券
が
は
い
ふ
さ
れ
ま
 

す
。
こ
れ
が
使
用
さ
れ
れ
ば
、
 

市
町
村
で
検
診
結
果
が
把
握
で
 

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
 

わ
け
で
す
。
 

〇
千
葉
市
検
診
シ
ス
テ
ム
 

千
葉
市
に
お
け
る
検
診
シ
ス
 

テ
ム
は
、
市
役
所
の
う
ち
の
千
 

葉
巿
保
健
所
が
管
理
し
て
い
る
 

事
業
で
す
。
中
央
の
市
民
つ
ま
 

り
住
民
は
、
検
診
を
受
け
る
場
 

合
、
二
つ
の
方
法
の
ど
ち
ら
か
 

を
選
択
し
ま
す
。
間
接
に
よ
る
 

検
診
か
、
登
録
医
療
機
関
を
任
 

意
に
選
択
し
て
個
別
検
診
を
受
 

け
る
か
で
あ
り
ま
す
。
間
接
希
 

望
の
場
合
は
申
し
込
み
を
し
ま
 

す
が
、
個
別
の
場
合
は
必
ず
し
 

も
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
要
精
密
 

検
査
と
な
っ
た
場
合
、
個
別
検
 

診
例
で
は
同
一
医
療
機
関
な
い
 

し
内
視
鏡
検
査
可
能
な
医
療
機
 

関
に
紹
介
さ
れ
、
登
録
医
療
機
 

関
で
行
わ
れ
た
検
査
に
つ
い
て
 

は
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

住
民
が
間
接
集
検
の
結
果
、
要
 

精
検
と
な
つ
た
場
合
は
前
に
述
 

ベ
た
よ
う
に
、
市
か
ら
精
密
検
 

査
受
診
券
が
送
付
さ
れ
、
少
な
 

い
自
己
負
担
で
券
査
が
受
け
ら
 

れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

被
検
者
は
市
か
ら
通
知
を
受
 

け
、
受
診
券
に
書
か
れ
て
い
る
 

近
く
の
登
録
医
療
機
関
を
任
意
 

に
受
診
す
る
こ
と
が
出
来
ま
 

す
。
個
別
検
診
の
場
合
は
受
診
 

医
療
機
関
か
ら
市
の
方
に
請
求
 

し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。
 

因
み
に
、
千
葉
市
の
平
成
8 

年
度
の
集
団
検
診
受
診
者
は
、
 

27、

 

9
0
6
人
で
、
間
接
受
 

診
者
14、

 

5
7
3
人
、
個
別
 

埃
診
が
13、

 
3
3
 
3
入
と
な
 

り
、
個
別
検
診
の
増
加
傾
向
が
 

続
い
て
い
ま
す
。
 

発
見
胃
癌
は
恥
例
で
発
見
率
 

は
、
0
 

，
1
4
ぉ
で
し
た
。
 

〇
千
葉
対
が
ん
検
診
者
2
6 

5
万
人
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
は
前
述
 

し
た
如
く
、
昭
和

年̂
以
降
、
 

間
接
X線
に
よ
る
胃
集
検
を
行
 

な
っ
て
い
て
、
開
始
以
来
、
検
 

診
数
は
増
加
の
道
を
迪
つ
て
き
 

ま
し
た
。
前
に
述
べ
た
よ
う
 

に
、
昭
和

年̂
度
か
ら
は
、
そ
 

れ
ま
で
千
葉
県
で
施
行
し
て
い
 

た
集
検
の
全
て
を
ひ
き
つ
い
で
 

い
ま
す
。
昭
和
年̂
の
3、

 

6
 

98人
か
ら
昭
和
年̂
に
は
5
 

万
人
を
こ
え
、
ほ
ぼ

年̂
以
上
 

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
平
^
 

年
代
に
な
つ
て
か
ら
は
、
一
 4
 状

況
は
鈍
化
傾
向
に
あ
り

 ̂

万
人
前
後
で
停
滞
し
て
い
る
状
 

態
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
お
年
間
で
延
べ
 

264万
4871名
の
検
診
 

者
数
を
数
え
ま
す
が
、
最
近
の
 

受
診
状
況
に
加
え
、
老
健
法
関
 

係
の
出
来
事
な
ど
検
診
事
業
の
 

環
境
は
や
は
り
気
に
な
る
と
こ
 

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

お
年
間
の
発
見
胃
癌
数
は
、
 

初
年
度
の
3例
に
始
ま
り
合
計
 

2、

 7
 2

 0
0
列
、
発
見
率
は
0

 ，
 

1̂
強
と
い
う
と
こ
ろ
に
留
 

ま
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
 

初
期
の
頃
は
、
発
見
率
0
 

， 0 

4%と
い
う
よ
う
な
率
で
あ
 

り
、
0
 

，
1
ぉ
に
達
し
た
の
が
 

昭
和
お
年
度
で
、
こ
の
2年
前
 

か
ら
医
師
が
常
勤
す
る
よ
う
に
 

な
り
、
検
診
の
体
制
が
出
来
て
 

き
た
時
代
で
し
た
。
昭
和
；
3年
 

度
、
^
年
度
の
頃
は
発
見
率
 

0
 ，
1
3
ぉ
、
0
 

，
1
4
ぉ
と
 

同
時
の
全
国
平
均
を
ク
リ
ア
ー
 

す
る
よ
、
つ
に
な
つ
て
お
り
ま
し
 

た
が
、
そ
の
後
は
0
 

，
1
%
を
 

前
後
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
 

い
る
の
が
現
状
で
す
。
平
成
の
 

8
年
間
が
0

 

^
1
0
ぉ
で
あ
 

り
、
そ
れ
以
前
の
川
年
間
も
 

0
 

.
1
1
ぉ
と
い
う
こ
と
で
、
 

発
見
率
に
限
り
単
純
に
比
較
す
 

れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
^ 

年
ほ
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

全
国
集
計
を
み
て
も
似
た
傾
向
 

が
見
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
全
 

国
集
計
で
は
職
域
の
集
検
数
の
 

割
合
が
高
く
、
こ
の
結
果
が
足
 

を
引
っ
張
る
傾
向
が
強
い
わ
け
 

で
す
が
、
千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

の
例
で
は
、
地
域
検
診
の
発
見
 

胃
癌
率
が
全
国
平
均
を
下
回
つ
 

て
い
ま
す
。
原
因
は
、
集
検
受
 

診
者
の
固
定
化
と
い
う
一
面
も
 

あ
り
ま
す
が
、
精
検
機
関
に
よ
 

る
診
断
精
度
の
違
い
に
つ
い
て
 

は
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
 

施
設
間
の
差
が
み
ら
れ
る
わ
け
 

で
す
が
、
千
葉
県
の
場
合
各
市
 

町
村
単
位
の
集
検
で
、
多
数
の
 

精
検
機
関
が
存
在
す
る
状
況
で
 

は
、
当
然
そ
の
格
差
が
あ
る
と
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
以
前
 

は
比
較
的
大
き
な
施
設
で
精
検
 

さ
れ
た
も
の
が
、
精
検
機
関
の
 

数
が
増
加
し
て
多
数
の
施
設
ェ
 

の
精
検
と
い
う
状
況
に
あ
る
、
| 

と
も
、
診
断
の
質
に
影
響
が
あ
 

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
 

し
こ
の
点
に
つ
き
検
討
し
た
こ
 

と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〇
胃
が
ん
発
見
率
0
 

，
ー
ぉ
 

I
し
 

平
成
元
年
か
ら
8年
ま
で
の
 

8年
間
に
絞
っ
て
検
討
し
て
み
 

ま
す
。
こ
の
間
の
受
診
者
は
1
 

10108、

 7
0
7
名
で
年
平
 

均
13万
8、

 

5
8
8
名
、
発
 

見
胃
癌
1、
113例
、
発
見
 

率
0，
1ぉ
、
要
精
検
率
に
お
、
 

精
検
受
診
率
は
"お
で
し
た
。
 

も
つ
と
も
地
域
集
検
に
か
ぎ
 

れ
ば
、
受
診
者
911、
51
 

7名
、
発
見
胃
癌
1、
036
 

例
、
発
見
率
0-

 

1
1
%
、
要
 

精
率̂
13

 
.
 2お
、
精
食
受
 

診
率
82.8ぉ
と
な
り
ま
 

す
。
 

ま
え
に
述
べ
た
よ
う
に
要
精
 

検
率
ゃ
精
検
受
診
率
に
つ
い
て
 

は
全
国
平
均
に
近
い
も
の
で
す
 

が
、
胃
痛
発
見
と
い
う
大
切
な
 

部
分
で
、
平
均
に
達
し
て
い
な
 

い
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
 

を
、
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
発
見
率
、
早
 

期
癌
率
の
両
者
と
も
、
検
査
に
 

内
視
鏡
を
使
用
す
る
一
」
と
が
診
 

断
精
度
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
 

発
表
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
問
 

題
に
つ
い
て
の
検
討
も
な
さ
れ
 

て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
県
 

内
の
例
で
も
、
た
と
え
ば
野
田
 

市
に
お
い
て
は
、
…
野
田
市
は
 

最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
 

域
医
師
会
が
一
貫
し
て
集
検
か
 

ら
精
検
ま
で
を
お
こ
な
つ
て
い
 

ま
す
が
…
、
こ
の
地
区
に
あ
つ
 

て
は
最
近
の
平
均
で
、
癌
発
見
 

率
は
0
 

，
1
8
況
、
早
期
癌
率
 

が
お̂
を
越
え
て
い
ま
す
。
 

こ
の
結
果
に
至
る
要
因
と
し
 

て
は
、
内
視
鏡
に
よ
る
精
検
の
 

必
要
性
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
集
検
事
業
が
市
町
村
の
事
 

業
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
地
区
 

の
医
師
会
が
検
診
事
業
に
つ
い
 

て
関
心
を
持
ち
、
特
に
結
果
と
 

し
て
の
、
精
度
の
面
に
関
し
て
 

責
任
を
も
つ
て
あ
た
る
こ
と
に
 

よ
り
、
結
果
が
出
る
と
い
う
例
 

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

〇
発
見
胃
癌
の
肉
眼
型
 

発
見
胃
癌
に
つ
き
検
討
し
て
 

み
ま
す
と
、
ま
ず
、
肉
眼
型
で
 

は
、
バ
0型
が
や
は
り
多
数
を
 

占
め
全
癌
の
早
期
癌
中
の
お
. 

3ぉ
、
次
い
で
；
5型
が
2ぉ
で
 

あ
り
、
全
国
集
計
と
ほ
ぼ
同
様
 

の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

進
行
癌
の
型
別
の
比
率
も
全
 

国
集
計
と
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。
 

早
期
癌
類
似
の
進
行
が
ん
が
多
 

く
、
深
達
度
の
比
較
的
浅
い
も
 

の
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
 

早
期
癌
の
率
は
、
昭
和
！
年̂
 

度
以
後
例
外
的
と
思
え
る
年
度
 

を
除
き
、

ぉ̂
は
越
え
つ
つ
、
 

傾
向
と
し
て
は
増
加
の
方
向
と
 

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
隆
起
型
 

と
陥
凹
型
の
比
率
を
み
る
と
、
 

化
型
の
多
い
こ
と
も
あ
り
、
陥
 

凹
型
が
常
に

お̂
以
上
を
占
め
 

て
い
ま
す
。
 

そ
れ
を
組
織
型
で
み
る
と
、
 

分
化
型
優
位
で
あ
り
ま
す
が
、
 

両
者
の
差
が
傾
向
と
し
て
は
近
 

づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
00
 

年
度
は
そ
の
差
が
接
近
し
て
い
 

ま
す
が
、
単
年
度
の
現
象
で
あ
 

る
の
か
そ
れ
ら
の
胃
癌
の
年
 

度
別
占
拠
部
位
を
み
る
と
、
上
 

部
の
病
変
の
発
見
率
は
低
い
こ
 

と
が
判
り
ま
す
。
こ
の
要
因
の
 

一
つ
と
し
て
は
、
検
診
時
の
ベ
 

リ
ウ
ム
濃
度
を
濃
く
し
た
影
響
 

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
 

さ
れ
ま
す
。
 

〇
検
診
歴
と
発
見
胃
癌
 

発
見
胃
癌
を
受
診
歴
か
ら
見
 

て
み
ま
す
と
、
早
期
癌
に
つ
い
 

て
は
初
回
で
も
平
均
以
上
の
発
 

見
が
あ
り
ま
す
。
 

経
年
受
診
者
の
発
見
胃
癌
 

は
、
年
々
進
行
癌
の
比
率
が
增
 

え
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
経
 

年
受
診
者
に
必
ず
し
も
早
期
癌
 

が
多
く
発
見
さ
れ
る
と
は
限
ら
 

な
い
、
と
い
う
報
告
も
み
ら
れ
 

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
 

き
た
、
複
数
回
受
診
者
で
は
早
 

期
癌
率
が
か
な
ら
ず
卜
が
る
、
 

と
い
う
常
識
的
な
結
果
に
反
す
 

る
よ
、
つ
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

4年
連
続
受
診
群
で
の
早
期
 

癌
率
は
経
年
受
診
群
で
は

%̂ 

台
の
早
期
癌
率
で
あ
っ
た
も
の
 

が
、
初
回
群
に
較
べ
て
率
は
高
 

い
も
の
の
、
最
近
5年
間
ほ
ど
 

で
は
初
回
群
と
そ
の
差
が
あ
ま
 

り
な
く
、
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
 

す
。
個
々
の
症
例
を
細
か
く
見
 

み
ま
せ
ん
と
そ
の
理
由
は
見
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0 
的 

え
て
き
ま
せ
ん
が
、
病
変
の
側
 

の
問
題
：
診
断
困
難
例
の
増
加
 

：
と
診
断
側
の
問
題
：
診
断
能
 

力
の
問
題
も
考
慮
す
る
必
要
が
 

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

検
査
回
数
と
発
見
胃
癌
の
占
 

拠
部
位
と
の
関
係
は
初
回
群
で
 

胃
体
部
が
突
出
し
て
い
る
他
 

は
、
前
庭
部
か
ら
順
に
発
見
数
 

が
少
な
く
な
つ
て
行
き
ま
す
。
 

連
続
受
診
に
よ
る
発
見
部
位
の
 

差
と
い
う
も
の
は
特
に
認
め
ら
 

れ
ま
せ
ん
。
 

受
診
歴
に
よ
る
、
早
期
癌
と
 

進
行
癌
の
数
は
、
平
成
元
年
か
 

ら
0
0
年
間
の
ト
ー
夕
ル
で
は
、
 

受
診
回
数
に
従
っ
て
早
期
癌
の
 

率
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

レ
ゎ
ゆ
る
218ひ
コ
ひ
5311く
ひ

 ̂

例
の
見
直
し
診
断
の
結
果
で
す
 

が
、
前
庭
部
に
関
し
て
は
、
見
 

落
と
し
と
考
え
ら
れ
る
例
が
多
 

く
、
そ
の
他
の
部
位
に
関
し
て
 

は
、
最
近
み
ら
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
た
、
62尺
い
わ
ゆ
る
内
 

視
鏡
的
に
治
療
し
た
症
例
に
つ
 

い
て
で
す
が
、
ま
だ
症
例
数
も
 

少
な
い
た
め
、
当
施
設
に
お
い
 

て
は
こ
れ
か
ら
の
検
討
事
項
に
 

な
る
も
の
で
す
が
、
52只
の
 

適
応
と
な
る
よ
う
な
病
変
は
、
 

や
は
り
間
接
集
検
で
は
ま
だ
荷
 

が
重
い
と
い
う
か
、
内
視
鏡
例
 

に
較
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
傾
 

向
に
あ
り
ま
す
。
 

〇
千
葉
県
の
癌
登
録
 

次
に
、
千
葉
県
に
お
け
る
癌
 

登
録
に
つ
き
紹
介
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
会
員
の
先
生
方
の
 

中
で
も
、
疫
学
に
関
係
の
あ
る
 

方
は
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
で
す
 

の
で
、
お
聞
き
流
し
下
さ
い
。
 

千
葉
県
に
お
け
る
癌
登
録
制
 

度
は
昭
和
お
年
度
に
発
足
し
て
 

い
ま
す
が
、
実
質
的
な
事
業
の
 

開
始
は
昭
和

年̂
か
ら
と
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
以
来

年̂
以
上
の
 

時
間
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
 

伺
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
な
お
 

十
分
な
成
績
が
得
ら
れ
て
い
な
 

い
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
現
 

状
か
と
思
い
ま
す
。
 

ご
存
知
の
よ
う
に
、
が
ん
登
 

録
は
一
定
地
域
に
居
住
す
る
全
 

住
民
に
発
生
し
た
総
て
の
が
ん
 

患
者
に
つ
き
、
発
病
か
ら
治
 

癒
、
ま
た
は
死
に
至
る
ま
で
の
 

全
経
過
に
関
す
る
医
療
情
報
を
 

集
め
、
個
々
の
患
者
毎
に
整
理
 

保
管
す
る
こ
と
で
、
が
ん
罹
患
 

率
の
測
定
、
が
ん
患
者
の
受
療
 

状
況
の
把
握
、
が
ん
患
者
の
生
 

存
率
測
定
、
な
ど
を
通
し
て
、
 

予
防
対
策
や
、
地
域
の
医
療
水
 

準
の
向
上
、
特
に
私
共
の
関
係
 

す
る
検
診
事
業
の
精
度
管
理
、
 

効
果
の
判
定
な
ど
に
利
用
さ
れ
 

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

千
葉
県
の
癌
登
録
事
業
の
体
 

系
は
、
県
衛
生
部
か
ら
県
医
師
 

会
に
委
託
し
、
医
師
会
の
協
力
 

に
よ
り
県
内
医
療
機
関
の
自
発
 

的
協
力
に
よ
り
成
り
立
つ
て
い
 

ま
す
。
要
す
る
に
、
医
療
機
関
 

か
ら
が
ん
患
者
に
関
す
る
情
報
 

が
通
報
票
の
形
で
最
終
的
に
、
 

中
央
登
録
室
に
届
け
ら
れ
、
集
 

計
、
解
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
 

す
。
 

こ
の
よ
う
に
自
発
的
な
協
力
 

と
い
う
名
分
の
も
と
に
行
わ
れ
 

る
事
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
 

ら
、
す
べ
て
の
が
ん
患
者
を
把
 

握
す
る
と
い
う
目
標
は
達
成
困
 

難
で
あ
り
、
補
助
的
に
が
ん
死
 

亡
者
の
情
報
を
得
て
、
こ
れ
に
 

基
づ
き
医
療
機
関
か
ら
遡
行
的
 

に
、
補
助
通
報
票
を
出
し
て
も
 

ら
う
と
い
う
方
法
も
採
ら
れ
て
 

レ
ま
す
 

最
近
の
千
葉
県
に
お
け
る
登
 

録
数
&̂
死
亡
数
の̂
比
1/ 

0は
1，
33程
度
で
経
過
し
 

て
お
り
、
ま
た
登
録
患
者
数
に
 

占
め
る
死
亡
情
報
の
み
の
数
の
 

割
合
、
〔
000率
)も
お
況
程
 

度
で
い
ま
だ
し
の
感
が
あ
る
と
 

こ
ろ
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
 

は
、
一
定
基
準
、
1/0比
ン
 

1.5、

 0
 0

 0率
く
 3
%
を
 

達
成
し
て
い
る
所
も
見
受
け
ら
 

れ
る
よ
、
つ
に
な
つ
て
き
ま
し
 

た
。
 

〇
胃
が
ん
調
整
罹
患
率
 

千
葉
県
の
地
図
上
で
見
る
と
 

千
葉
市
を
中
心
と
し
た
地
域
 

は
、
平
成
2
年
の
国
勢
調
査
で
 

千
葉
県
の
人
口
の
2

 .

 7
%
、
 

ま
た
県
の
衛
生
統
計
で
は
、
が
 

ん
死
亡
数
が
2
2

 ，

 3
ぉ
で
し
 

た
。
こ
の
地
域
を
千
葉
県
の
代
 

表
的
地
区
と
み
な
し
、
全
県
の
 

推
計
値
を
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
 

れ
に
よ
り
ま
す
と
千
葉
県
に
お
 

け
る
、
1
9
8
5
年
(
昭
和
^
 

年
)
か
ら
1
9
9
3
年
(
平
成
 

5
年
)
ま
で
の
男
の
胃
が
ん
の
 

調
整
罹
患
率
(1
9
0
0

 5年
を
 

基
準
と
し
て
)
の
推
移
を
見
ま
 

す
と
、
人
口
川
万
対
"1
3
か
 

ら
"1
1ま
で
下
降
し
ま
し
た
 

が
そ
れ
以
下
に
は
な
ら
ず
、
お
 

年
度
は
乃
.4と
い
う
値
で
し
 

た
。
こ
れ
は
現
時
点
で
下
げ
止
 

り
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
女
に
つ
い
て
 

も
、
^
 ，

 3か
ら
下
降
傾
向
に
 

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
犯
程
度
 

で
足
踏
み
の
状
態
で
は
な
い
か
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
結
腸
癌
 

と
乳
癌
で
は
著
し
い
増
加
傾
向
 

が
み
ら
れ
ま
す
。
平
成
5年
で
 

は
1995人
と
な
つ
て
い
ま
 

す
。
 

〇
胃
集
検
の
術
後
生
存
率
 

癌
登
録
さ
れ
た
、
集
団
検
診
 

発
見
胃
が
ん
症
例
と
、
一
般
外
 

来
発
見
胃
が
ん
症
例
の
術
後
生
 

存
率
を
経
年
的
に
み
る
と
、
5 

年
間
は
継
続
受
診
群
で
の
発
見
 

胃
が
ん
の
術
後
経
過
は
、
そ
の
 

他
の
集
検
発
見
癌
に
比
べ
て
も
 

良
好
で
、
5生
率
も

%̂近
い
 

高
水
準
で
経
過
し
て
い
ま
す
。
 

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
集
団
 

検
診
は
間
を
あ
け
な
い
で
、
継
 

続
し
て
受
け
て
下
さ
い
、
と
言
 

い
た
く
な
り
ま
す
。
 

最
近
の
対
が
ん
協
会
検
診
症
 

例
で
癌
登
録
さ
れ
て
い
る
例
 

と
、
そ
の
他
の
登
録
胃
が
ん
例
 

の
治
療
後
の
生
存
率
を
み
る
 

と
、
や
は
り
集
検
例
の
予
後
が
 

良
好
な
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
早
期
 

癌
例
の
生
存
率
は
非
常
に
高
く
 

な
つ
て
い
ま
す
。
 

〇
胃
集
検
の
効
果
 

県
下
で
登
録
制
度
の
高
い
？
3
 

巿
町
村
を
選
び
、
1986年
 

と
1987年
の
集
検
受
診
率
 

の
平
均
受
診
率
と
19
 

0
0 0
0
年
 

か
ら
1992年
の
女
性
の
致
 

死
率
と
の
間
で
相
関
が
見
ら
れ
 

ま
し
た
。
集
検
受
診
率
の
高
い
 

ほ
ど
0/1比
が
低
く
な
つ
て
 

お
り
、
集
検
受
診
率
め
お
位
ま
 

で
か
な
り
直
線
的
に
下
降
し
、
 

集
検
の
効
果
を
示
し
て
い
る
と
 

み
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
 

す
。
た
だ
し
0/1比
を
!̂
 

数
値
の
信
頼
度
は
高
い
と
^
 

え
な
い
の
で
、
ま
だ
参
考
値
と
 

言
う
範
囲
を
出
な
い
の
が
残
念
 

な
と
こ
ろ
で
す
。
 

以
上
、
千
葉
県
の
胃
集
検
の
 

過
去
か
ら
現
在
、
ま
た
集
検
事
 

業
の
制
度
管
理
の
面
か
ら
欠
く
 

こ
と
の
出
来
な
い
、
癌
登
録
の
 

一
端
ま
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

〇
こ
れ
か
ら
の
胃
集
検
 

話
を
終
え
る
に
あ
た
り
ま
し
 

て
、
思
う
こ
と
は
反
省
、
の
一
 

言
で
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
の
集
 

団
検
診
の
現
状
を
少
々
見
た
だ
 

け
で
も
、
基
本
的
な
段
階
か
ら
 

集
検
を
見
直
し
て
、
検
診
シ
ス
 

テ
ム
か
ら
検
診
精
度
向
上
に
至
 

る
ま
で
の
整
備
を
急
が
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
ま
 

し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
戻
る
 

と
、
検
診
制
度
の
変
化
に
伴
 

い
、
精
度
管
理
と
い
う
よ
う
な
 

不
採
算
部
門
に
ど
れ
だ
け
目
を
 

向
け
て
も
ら
え
る
か
、
4マ
後
ど
 

の
よ
う
な
形
で
検
診
の
中
に
精
 

度
向
上
に
向
け
た
道
筋
を
つ
け
 

る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
先
行
 

き
不
透
明
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
 

が
多
く
な
つ
て
い
ま
す
。
し
か
 

し
私
た
ち
の
先
達
が
踏
み
分
 

け
、
開
い
て
く
れ
た
道
を
閉
ざ
 

す
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
集
 

検
そ
の
も
の
が
危
う
い
時
代
に
 

な
つ
て
き
て
い
ま
す
。
学
問
を
 

や
れ
ば
よ
ろ
し
い
、
で
は
す
ま
 

な
い
で
し
ょ
う
。
と
よ
け
い
な
 

こ
と
を
申
し
上
げ
終
わ
り
と
致
 

し
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
 

な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
 

と
、
理
事
長
大
柴
先
生
は
じ
め
 

役
員
の
方
々
、
ま
た
司
会
の
労
 

を
お
取
り
い
た
だ
い
た
市
川
先
 

生
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
 

す
。
ま
た
資
料
を
い
た
だ
い
た
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
検
診
セ
ン
 

タ
︱
祓
川
先
生
、
お
教
え
を
い
 

た
だ
い
た
千
葉
県
が
ん
セ
ン
 

タ
︱
疫
学
部
長
村
田
先
生
に
深
 

謝
い
た
し
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

医
師
の
臨
床
実
習
を
行
う
大
 

学
病
院
等
の
実
情
は
、
胃
部
X 

線
造
影
を
指
導
で
き
る
医
師
が
 

不
足
し
て
い
る
こ
と
や
、
実
習
 

を
受
け
る
意
欲
を
持
つ
た
フ
レ
 

シ
ュ
マ
ン
も
少
な
い
な
ど
、
消
 

化
管
造
影
診
断
を
継
承
し
て
行
 

く
の
は
、
今
や
胃
が
ん
検
診
に
 

携
わ
る
放
射
線
技
師
以
外
に
は
 

い
な
い
状
況
に
あ
る
。
 

先
に
関
東
甲
信
越
地
方
会
は
 

そ
の
状
況
を
見
越
し
て
、
専
門
 

委
員
会
を
作
り
幾
度
か
の
討
議
 

を
繰
り
返
し
、
平
成
5年
2月
 

に
「
胃
が
ん
検
診
専
門
技
師
認
 

定
制
度
」
を
ま
と
め
、
常
任
世
 

話
人
会
で
承
認
後
、
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
理
事
会
に
提
 

起
し
た
が
、
一
地
方
会
で
先
行
 

す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
の
 

理
由
で
棚
上
げ
に
な
つ
て
し
 

ま
っ
た
。
 

そ
れ
か
ら
遅
れ
て
4
年
後
、
 

平
成
9年
5月
お
日
、
日
本
消
 

化
器
集
団
検
診
学
会
は
全
国
各
 

地
方
の
放
射
線
技
師
部
門
で
の
 

討
議
も
な
い
ま
ま
、
「
認
定
放
 

射
線
技
師
制
度
」
を
施
行
さ
せ
 

た
。
し
か
し
、
「
胃
集
検
通
信
」
 

号̂
の
「
消
化
器
集
検
学
会
認
 

定
制
度
規
則
の
疑
問
点
」
、
め
 

号
の
「
学
会
認
定
制
度
の
経
過
 

と
現
状
」
を
み
れ
ば
分
か
る
よ
 

う
に
、
胃
部
X線
造
影
技
師
の
 

為
の
「
学
会
認
定
制
度
」
実
現
 

の
見
通
し
は
全
く
立
っ
て
い
な
 

第̂
お
回
地
方
会
シ
 

ン
ポ
ジ
ゥ
ム
「
後
継
者
の
育
成
 

と
問
題
点
」
(
座
長
癌
研
付
属
 

病
院
馬
場
保
昌
、
東
京
都
が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
小
沢
元
美
)
 

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
，
 

胃
部
X線
造
影
技
師
の
育
成
は
 

急
が
れ
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
昨
年

月̂
：
0日
の
 

八
止
画
調
整
会
議
で
、
胃
が
ん
検
 

診
に
携
わ
る
放
射
線
技
師
に
造
 

影
技
術
を
臨
床
実
習
さ
せ
る
た
 

め
に
、
「
胃
部
造
影
指
導
技
師
.
 

指
導
施
設
制
度
」
の
具
体
化
を
 

進
め
る
案
が
だ
さ
れ
、
放
射
線
 

技
師
部
会
海
老
根
精
一
一
常
任
世
 

話
人
を
中
心
に
当
初
試
案
が
ま
 

と
め
ら
れ
、
2月
2日
の
平
成
 

川
年
度
第
2
回
常
任
世
話
人
会
 

に
提
案
さ
れ
た
。
 

こ
れ
は
平
成
9年
5月
3日
 

施
行
の
日
本
消
化
器
集
団
検
診
 

学
会
の
「
認
定
放
射
線
技
師
制
 

度
」
と
は
一
切
関
係
な
く
、
誤
 

解
を
生
ま
な
い
よ
う
「
認
定
」
 

の
字
句
に
触
れ
て
い
な
い
。
 

頑
張
る
あ
な
た
に
、
心
強
い
ェ
︱
ル
を
お
く
る
保
険
。
 

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
Iの
〈
健
康
応
援
団
2《
ズ
〉
で
す
。
 

い
ち
ば
ん
心
配
な
が
ん
の
保
障
は
も
ち
ろ
ん
、
 

割
安
な
保
険
料
で
病
気
，
ケ
ガ
ま
で
ま
と
め
て
保
障
。
 

い
ざ
と
い
う
時
に
い
っ
し
ょ
に
全
力
で
闘
う
、
 

頼
り
に
な
る
保
険
で
す
。
 

ん
、
病
^ 

ゲ
ガ
ヒ
2̂乂
 

当
地
方
会
会
員
の
 

実
技
研
修
及
び
地
方
 

会̂
主
催
に
よ
る
「
消
 

^
化
管
撮
影
技
術
研
修
 

会
」
の
卒
後
臨
床
実
 

5？
一

習̂
と
し
て
、
関
東
屮
 

^
信
越
各
県
に
実
習
施
 

习
白
設
を
設
け
、
消
化
管
 

^
造
影
検
査
技
術
の
実
 

^
習
を
行
う
。
 

&口
 

&
5
【
施
設
】
 

ム

ヌ

関

東

甲

信

越

の

各
 

^
県
に
臨
床
実
習
施
設
 

也
を
設
置
し
、
そ
の
設
 

；
！
31置
の
条
件
と
し
て
臨
 

^
床
指
導
を
行
う
医
師
 

1̂
 

(学
会
認
定
医
、
指
 

&
導
医
)
、
放
射
線
技
 

^
師
(
技
師
部
会
世
話
 

^
人
)
の
在
籍
す
る
施
 

設
と
す
る
。
 

臨
床
実
習
施
設
及
 

び
指
導
医
、
指
導
技
 

師
は
地
方
会
よ
り
委
 

託
す
る
。
 



平 成 1 1 年 2 月 2 5 日 胃 集 検 通 信 
6 

，灰4@ 
8 1 ^ 謬「， ̂  

1
 月
 

ゾ
 

医
 

ス
 

マ
 医

療
機
関
に
対
す
る
広
11鏡
制
の
緩
 

和
を
巡
り
、
病
院
と
診
療
所
に
格
差
を
 

つ
け
る
べ
き
か
ど
ろ
か
で
厚
相
の
諮
問
 

機
関
で
あ
る
医
療
審
議
会
の
議
論
が
紛
 

糾
し
て
い
る
。
事
務
方
の
墨
省
は
「
本
 

来
は
診
療
所
に
行
く
ベ
き
患
者
が
病
院
 

に
集
中
し
て
い
る
」
と
し
て
診
療
所
の
 

広
告
規
制
を
病
院
よ
り
緩
や
か
に
す
る
 

よ
ろ
提
案
し
た
が
、
多
く
の
委
員
か
ら
 

「
病
院
に
不
公
平
」
「
法
的
根
拠
が
な
 

い
」
な
ど
と
疑
問
の
声
が
続
出
。
今
国
 

会
で
の
成
立
を
目
指
し
医
療
法
改
正
作
 

業
が
進
む
中
、
広
告
規
制
緩
和
の
行
方
 

は
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。
 

規
制
緩
和
の
流
れ
を
受
け
て
 

厚
生
省
は
、
病
床
が
一
一
十
床
未
 

満
で
あ
る
診
療
所
に
つ
い
て
、
 

虚
偽
、
誇
大
、
比
較
の
各
広
告
 

を
除
い
て
原
則
自
由
と
す
る
一
 

方
、
病
院
に
つ
い
て
は
、
従
来
 

通
り
項
目
を
列
挙
す
る
広
告
規
 

制
を
続
け
る
よ
ろ
提
案
。
患
者
 

の
多
く
が
大
病
院
に
押
し
寄
 

せ
、
「
三
時
間
待
ち
で
診
察
は
 

三
分
」
と
い
わ
れ
る
状
況
を
少
 

し
で
も
是
正
し
よ
ろ
と
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
同
審
議
会
の
 

議
論
は
対
立
し
た
ま
ま
。
日
本
 

医
師
会
の
宮
坂
雄
平
常
任
理
事
 

が
「
か
か
り
つ
け
医
が
診
察
し
、
 

症
状
に
よ
っ
て
病
院
へ
紹
介
す
 

る
の
が
本
来
の
姿
だ
が
、
現
状
 

で
は
機
能
分
担
が
で
き
て
い
な
 

い
」
と
し
て
厚
生
省
案
を
支
持
。
 

一
方
、
民
間
病
院
が
加
盟
す
る
 

全
日
本
病
院
協
会
の
秀
島
宏
会
 

相
互
の
連
携
強
化
を
 

地
域
の
医
療
シ
ス
テ
ム
に
詳
 

し
い
九
州
大
大
学
院
の
信
友
浩
 

I
教
授
の
話
大
病
院
志
向
に
 

は
ブ
ラ
ン
ド
信
仰
も
影
響
し
て
 

い
る
が
、
最
大
の
要
因
は
診
療
 

所
と
病
院
の
間
の
連
携
不
足
に
 

あ
り
、
広
告
規
制
で
患
者
の
流
 

長
は
「
診
療
所
の
広
告
は
原
則
 

自
由
で
、
病
院
は
だ
め
と
い
ろ
 

「
機
能
分
担
」
是
正
遠
 

医
療
機
関
の
広
告
は
、
患
者
 

が
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
 

い
よ
ろ
に
と
の
配
慮
か
ら
医
療
 法

で
規
制
さ
れ
、
現
行
で
は
診
 

療
科
名
、
常
勤
の
医
師
名
、
診
 

療
曰
(時
間
)、
休
日
，
夜
間
診
 

療
の
有
無
、
紹
介
可
能
な
医
療
 

機
関
名
な
ど
、
広
告
で
き
る
項
 

目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
 

東
京
都
足
立
区
は
来
年
度
か
ら
ん
検
査
は
二
十
二
区
で
初
め
て
。
 

区
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
健
区
が
導
入
す
る
の
は
「
血
淸
ぺ
 

康
診
断
で
、
血
液
を
採
取
す
る
だ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
」
。
採
取
し
た
,
 

け
で
胃
が
ん
を
発
見
で
き
る
新
手
液
か
ら
胃
液
中
に
含
ま
れ
る
 
0\
 

フ
 

法
を
本
格
的
に
導
入
す
る
。
バ
リ
シ
ノ
ゲ
ン
の
濃
度
を
調
べ
る
こ
と
 

ゥ
ム
、
エ
ッ
ク
ス
線
を
使
っ
た
従
で
胃
が
ん
を
発
見
す
る
仕
組
み
。
 

来
手
法
よ
り
費
用
は
三
分
の
一
程
採
血
す
る
だ
け
な
の
で
検
査
時
間
 

度
で
済
む
ろ
え
、
早
期
が
ん
の
発
が
短
く
、
妊
婦
で
ち
検
査
を
受
け
 

見
率
も
高
い
。
採
血
に
よ
る
胃
が
ら
れ
る
。
検
^̂
川
は
従
来
た
法
 

が
約
三
千
五
百
円
に
対
し
、
千
一
一
 

百
円
程
度
で
済
む
。
 

区
は
九
六
年
度
か
ら
四
十
、
五
 

十
、
六
十
歳
に
な
る
区
民
に
限
定
 

し
て
採
血
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
を
 

実
施
し
て
き
た
。
が
ん
の
発
見
率
 

は
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
従
来
法
で
 

は
受
診
者
の
？
〇
九
％
だ
っ
た
 

が
、
新
手
法
で
は
？
 

一
二
X
と
 

高
い
結
果
が
出
た
。
区
民
の
反
応
 

も
好
評
で
、
三
十
五
歳
以
上
に
対
 

象
を
広
げ
,約
千
五
百
1の
検
 

錄
》
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

ナ
 

器
 レ

 

次
 

の
は
不
公
平
」
と
し
、
慶
応
大
 

大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
の
田
 

中
滋
教
授
は
「
か
か
り
つ
け
医
 

の
制
度
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
 

い
る
な
ら
と
も
か
く
、
そ
れ
が
 

な
い
現
状
で
、
広
告
規
制
に
病
 

院
と
診
療
所
に
格
差
を
つ
け
る
 

根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
反
 

対
し
て
い
る
。
 

厚
生
省
の
患
者
調
査
に
よ
る
 

と
、
一
般
診
療
所
と
病
院
の
総
 

外
来
患
者
数
の
ろ
ち
、
診
療
所
 

れ
を
是
正
す
る
の
は
難
し
い
。
 

地
域
の
診
療
所
、
病
院
の
医
師
 

が
互
い
の
専
門
分
野
や
技
能
を
 

十
分
に
知
り
、
病
状
に
応
じ
て
 

患
者
を
紹
介
し
あ
ろ
体
制
が
整
 

つ
て
い
れ
ば
、
患
者
も
安
心
で
 

き
、
過
度
に
病
院
に
集
中
す
る
 

こ
と
ち
な
く
な
る
だ
ろ
ろ
。
 

を
訪
れ
た
患
者
の
割
合
は
七
〇
 

年
の
約
七
六
X
か
ら
九
六
年
に
 

六
三
X
ま
で
減
 

少
、
「
大
病
院
 

志
向
」
の
進
行
 

を
裏
付
け
て
お
 

り
、
「
診
療
所
と
病
院
の
機
能
 

分
担
を
正
常
化
す
る
一
環
」
と
 

し
て
広
告
規
制
の
格
差
に
こ
だ
 

わ
り
を
見
せ
る
同
省
に
対
し
、
 

審
議
会
で
の
反
対
論
は
根
強
い
 

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
 

同
審
議
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
 

出
身
大
学
や
経
歴
、
医
師
の
肖
 

像
や
写
真
、
01ス
キ
ャ
ン
な
 

ど
の
医
療
機
器
、
得
意
な
医
療
 

分
野
、
手
術
件
数
、
対
応
可
能
 

な
外
国
語
な
ど
に
つ
い
て
も
、
 広

告
解
禁
の
議
論
が
続
い
て
お
 

り
、
ど
こ
ま
で
緩
和
す
る
か
の
 

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
 

一
一
0〇
〇
年
の
介
護
保
険
制
 

度
導
入
に
向
け
て
、
東
京
都
高
 

齢
者
施
策
推
進
室
は
十
一
日
、
 

痴
ほ
ろ
性
高
齢
者
の
簡
易
診
断
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
「
痴
ほ
ろ
が
疑
わ
 

れ
た
と
き
に
︱
か
か
り
つ
け
医
 

の
手
引
き
︱
」
を
発
表
し
た
。
 

痴
ほ
ろ
の
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 

つ
く
る
の
は
全
国
の
自
治
体
で
 

初
め
て
。
 

………三………一……三……
 
I………………一三………三
 

松
下
纛
囊
は
、
0̂1な
デ
ジ
タ
ル
デ
1タ
塞
積
し
て
 

 ̂

(
雪
換
え
可
能
な
デ
ジ
視
饕
が
コ
ン
テ
ン
ツ
(
纏
の
 

タ
ル
.ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
)の
長
内
容
)を
自
在
に
引
き
出
せ
る
家
 

時
間
鬵
が
囊
質
で
で
き
る
新
鬵
サ
1バ
ふ
早
期
実
現
に
つ
 

松
下
が
蠶
圧
縮
技
術
 

し
い
画
像
圧
縮
技
術
を
開
発
し
な
が
り
そ
ろ
だ
。
 

た
。
画
像
の
謹
率
を
大
幅
に
人
の
動
き
や
静
止
物
な
ど
映
像
 

向
上
さ
せ
、
記
憶
容
量
を
最
適
に
の
複
雑
さ
に
応
じ
て
最
適
の
リ
ア
 

活
き
る
よ
ろ
に
し
た
。
様
々
ル
タ
イ
ム
圧
縮
を
す
る
制
御
技
術
 

こ
 

長
 

質
 

咼
 

と
、
映
像
中
の
各
II素
の
明
る
さ
 

や
色
な
ど
か
ら
人
物
，
背
景
な
ど
 

曇
襲
を
即
座
に
予
測
し
て
画
 

像
鐘
す
る
二
つ
の
新
禱
を
採
 

用
。
圧
縮
の
讓
璧
簡
上
 

し
た
。
そ
の
た
め
、
映
像
が
複
雑
 

な
場
合
で
も
歪
(
ゆ
が
)
み
の
発
 

生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
長
時
 

間
の
議
寄
能
に
な
っ
た
。
 

松
下
は
開
発
済
み
の
チ
ッ
プ
と
 

組
み
塞
、
霞
メ
ド
に
実
 

用
化
す
る
霍
。
 

で
胃
が
ん
発
見
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全
医
療
機
関
を
調
査
へ
 

厚
生
省
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
配
布
 

西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
日
付
を
 

コ
ン
ビ
ュ
Iタ
ー
が
正
し
く
認
 

識
で
き
な
く
な
る
「
西
暦
一
一
〇
 

〇
〇
年
問
題
」
で
、
厚
生
省
は
 

六
日
ま
で
に
、
国
内
の
十
六
万
 

の
全
医
療
機
関
を
対
象
に
、
こ
 

の
問
題
へ
の
対
応
な
ど
を
尋
ね
 

る
大
規
模
な
実
態
調
査
を
実
施
 

す
る
方
針
を
決
め
た
。
 

ま
た
、
人
工
呼
吸
器
や
生
命
 

維
持
装
置
に
関
す
る
情
報
、
機
 

器
の
修
正
な
ど
、
具
体
的
な
対
 

応
方
法
を
ま
と
め
た
マ
二
ユ
ア
 

ル
を
作
成
し
て
全
医
療
機
関
に
 

配
布
、
医
療
分
野
の
対
策
の
強
 

東
芝
が
 小
型
X
線
検
出
器
 

解
像
度
向
上
、
連
続
撮
影
も
 

東
芝
は
高
性
能
の
小
型
エ
ツ
 

ク
ス
線
検
出
器
を
開
発
し
た
。
 

液
晶
表
示
装
置
の
よ
ろ
な
平
面
 

型
で
、
一
秒
間
に
三
十
枚
の
ェ
 

ッ
ク
ス
線
撮
影
が
可
能
。
解
像
 

度
も
従
来
に
比
べ
て
四
〇
％
向
 

上
し
た
。
心
臓
疾
患
や
乳
が
ん
 

の
診
断
に
有
効
と
い
ろ
。
同
社
 

は
医
療
分
野
だ
け
で
な
く
、
建
 化

を
促
す
。
 

二
〇
〇
〇
年
問
題
で
は
、
各
 

種
の
医
療
機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
 

誤
作
動
が
懸
念
さ
れ
、
人
命
に
 

か
か
わ
る
こ
と
ち
あ
る
と
さ
れ
 

る
一
方
で
、
医
療
機
関
の
対
策
 

の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
 

に
対
応
し
た
。
 

厚
生
省
は
昨
年
末
か
ら
今
年
 

初
め
に
か
け
て
、
コ
ン
ビ
ュ
ー
 

タ
Iを
使
っ
て
い
る
人
工
呼
吸
 

設
ゃ
造
船
，
重
工
業
分
野
の
用
 

途
も
開
拓
す
る
。
 

開
発
し
た
検
出
器
は
二
十
三
 

セ
ち
角
の
大
き
さ
で
、
1ド
1
 (薄
 

型
液
晶
パ
 

ネ
ル
の
製
造
技
術
を
応
用
し
 

た
。
エ
ッ
ク
ス
線
を
電
気
信
号
 

に
変
え
る
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
(非
 

結
晶
)
金
属
の
素
子
を
ガ
ラ
ス
 

器
や
生
命
維
&|？
1な
ど
、
一
一
 

〇
〇
〇
年
問
題
に
よ
っ
て
人
間
 

の
命
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
 

あ
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
、
全
 

国
の
業
者
を
対
象
に
調
査
を
実
 

施
。
一
部
に
「
患
者
の
状
態
を
 

監
視
す
る
装
置
が
一
一
〇
〇
〇
年
 

一
月
一
日
に
止
ま
る
」
「
検
査
 

シ
ス
テ
ム
に
二
〇
〇
〇
年
一
月
 

一
日
以
降
の
デ
︱
タ
が
読
み
込
 

め
な
い
」
な
ど
の
問
題
が
起
き
 

基
板
の
上
に
敷
き
詰
め
た
。
一
 

秒
間
に
三
十
枚
の
連
続
撮
影
が
 

で
き
る
の
で
、
心
臓
な
ど
の
動
 

き
も
と
ら
え
ら
れ
る
。
 

心
臓
の
周
り
に
あ
る
太
さ
一
 

ミ
リ
程
度
の
細
い
血
管
も
鮮
明
に
 

見
え
、
心
筋
こ
ろ
そ
く
を
起
こ
 

す
血
管
の
詰
ま
り
を
早
期
発
見
 

で
き
る
。
が
ん
に
結
び
付
く
小
 

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

こ
の
た
め
、
既
に
実
施
し
て
 

い
る
、
都
道
府
県
を
通
じ
た
サ
 

ン
プ
ル
調
査
に
加
え
、
新
た
に
 

全
国
の
全
医
療
機
関
を
対
象
 

に
、
医
療
機
器
や
医
療
情
報
シ
 

ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
対
応
状
 

況
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
 

し
調
査
内
容
の
検
討
に
入
つ
 

た
。
 

さ
な
腫
瘍
(
し
ゅ
よ
ろ
)
の
診
 

ィ
 
レ
 

厚
生
省
は
九
九
年
度
に
、
事
故
な
ど
で
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
し
た
救
急
患
者
ら
 

に
特
定
の
応
急
処
置
を
行
え
る
「
救
急
救
命
士
」
制
度
の
評
価
を
行
ろ
検
討
会
を
 

設
置
す
る
。
消
防
庁
と
連
携
し
て
救
急
救
命
士
に
よ
る
処
置
を
受
け
た
患
者
ら
の
 

回
復
具
合
な
ど
を
追
跡
調
査
し
た
結
果
を
も
と
に
、
導
入
か
ら
七
年
を
迎
え
た
同
 

制
度
の
救
命
効
果
を
検
証
。
そ
の
上
で
、
心
臓
へ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
救
急
救
 

命
士
だ
け
に
許
さ
れ
て
い
る
業
務
範
囲
の
拡
大
な
ど
を
検
討
し
、
患
者
の
回
復
率
 

向
上
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。
 

回
復
を
追
跡
調
査
 

救
急
救
命
士
制
度
は
九
一
 

年
、
患
者
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
 

る
間
の
救
命
処
置
を
充
実
さ
せ
 

る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
。
主
に
 心

肺
停
止
患
者
の
蘇
生
(
そ
せ
 

い
)率
を
高
め
る
た
め
、
無
線
 

な
ど
を
通
し
て
「
医
師
の
指
導
」
 

を
受
け
な
が
ら
、
①
心
臓
へ
の
 電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
施
す
②
医
師
 

が
即
座
に
薬
剤
を
投
与
で
き
る
 

よ
ろ
静
脈
に
生
理
液
を
点
滴
す
 

る
③
特
殊
な
パ
イ
プ
で
食
道
を
 

ふ
さ
ぐ
一
方
、
気
道
を
確
保
す
 

る
IIと
い
ろ
、
一
般
の
救
急
 

隊
員
に
許
さ
れ
て
い
な
い
処
置
 

を
行
え
る
よ
ろ
に
な
っ
た
。
 

救
急
救
命
士
と
し
て
働
い
て
 

い
る
の
は
現
在
、
全
国
で
約
六
 

千
人
の
元
救
急
隊
員
。
制
度
導
 

入
後
の
効
果
に
つ
い
て
、
消
防
 

庁
が
九
六
年
に
搬
送
さ
れ
た
心
 

肺
停
止
患
者
の
ろ
ち
一
カ
月
以
 

内
に
蘇
生
し
た
割
合
を
調
べ
た
 

と
こ
ろ
、
救
急
救
命
土
が
対
応
 

し
た
方
が
一
般
の
救
急
隊
員
が
 

対
応
し
た
場
合
よ
り
蘇
生
率
が
 

約
一
上
二
倍
高
か
っ
た
こ
と
が
|
 

分
か
っ
た
。
 

制
 

た
だ
、
調
査
で
は
、
患
者
が
|
 

そ
の
後
、
ど
の
程
度
回
復
し
た
I 

の
か
が
全
く
分
か
ら
な
い
こ
と
|
 

な
ど
か
ら
、
消
防
庁
は
昨
年
末
I 

か
ら
今
春
に
か
け
全
国
十
力
所
\
 

の
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
約

百̂
利
 

人
の
心
肺
停
止
患
者
の
経
過
に
钟
 

つ
い
て
、
追
跡
調
査
し
て
い
る
。
\
 

来
年
四
月
に
も
設
置
さ
れ
る
I 

厚
生
省
の
検
討
会
は
こ
ろ
し
た
？
 

消
防
庁
の
デ
︱
タ
を
も
と
に
#
 

患
者
が
ど
の
程
度
回
復
し
た
の
I 

か
、
社
会
復
帰
は
で
き
た
の
か
|
 

な
ど
、
同
制
度
の
効
果
を
詳
し
や
 

く
調
べ
る
方
針
。
 

小
 

断
に
も
利
用
で
き
る
。
フ
 

ム
を
現
像
す
る
手
間
が
な
く
、
 

撮
影
画
像
を
電
子
媒
体
に
保
存
 

す
れ
ば
、
病
院
で
患
者
情
報
の
 

管
理
が
容
易
に
な
る
。
連
続
撮
 

影
が
で
き
る
エ
ッ
ク
ス
線
検
出
 

器
は
、
装
置
が
大
き
く
用
途
が
 

限
ら
れ
て
い
た
。
 

气
 

「
奇
跡
の
薬
 

バ
イ
ア
グ
ラ
」
 

ス
ー
ザ
ン
.0 ，
ボ
ー
ン
著
 

ィ
ー
ス
ト
.プ
レ
ス
社
 

本
体
1400円
 

偶
然
か
ら
生
ま
れ
た
発
明
や
 

発
見
は
多
い
。
こ
の
本
に
よ
る
 

と
、
バ
イ
ャ
グ
ラ
も
最
初
、
月
 

並
み
な
心
臓
血
管
治
療
薬
と
し
 

て
研
究
さ
れ
、
治
験
で
狭
心
症
 

に
効
果
が
な
い
こ
と
が
分
か
つ
 

た
が
、
な
ぜ
か
臨
床
試
驗
が
終
 

わ
っ
て
も
、
患
者
た
ち
は
薬
を
 

返
し
た
が
ら
な
か
っ
た
。
研
究
 

者
た
ち
は
バ
イ
ア
グ
ラ
が
血
液
 

を
、
心
職
で
は
な
く
別
の
體
官
 

に
送
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
 

そ
の
方
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
 

分
か
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
 

バ
イ
ア
グ
ラ
は
1998̂
 

4
月
に
発
売
さ
れ
る
や
、
薬
学
 

史
上
も
っ
と
も
成
功
を
収
め
た
 

新
薬
、
も
っ
と
も
急
速
に
売
れ
 

た
薬
と
し
て
、
初
年
度
の
売
上
 

は
世
界
中
で
100僮
ド
ル
に
 

な
る
だ
ろ
う
と
、
フ
ア
イ
ザ
I 

社
の
株
価
は
史
上
最
高
値
を
記
 

緑
し
た
。
 

著
者
は
精
神
科
医
で
、
バ
イ
 

ア
グ
ラ
が
も
た
ら
す
人
の
心
の
 

動
き
を
中
心
に
、
バ
イ
ア
グ
ラ
 

開
発
物
捂
、
男
性
器
の
中
で
の
 

薬
の
機
能
に
つ
い
て
鲁
い
て
い
 

る
。
 

男
ら
し
さ
を
増
強
し
て
く
れ
 

る
最
新
薬
を
求
め
て
、
医
院
や
 

薬
局
に
駆
け
つ
け
た
男
性
の
群
 

れ
は
当
然
と
し
て
、
女
性
に
と
 

て
も
薬
の
効
果
が
、
男
性
よ
り
 

も
っ
と
大
き
な
も
の
に
な
る
可
 

能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
バ
イ
ァ
 

グ
ラ
に
よ
り
セ
ッ
ク
ス
ラ
イ
フ
 

が
人
生
の
長
さ
と
同
じ
に
な
つ
 

て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
21世
 

紀
に
人
間
閱
係
ゃ
生
活
、
愛
情
 

な
ど
に
多
大
な
影
響
が
出
る
こ
 

と
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
 

気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
 

れ
て
い
る
。
 

「
信
州
の
風
の
色
」
 

地
域
農
民
と
と
も
に

年̂
 

佐
久
総
合
病
院
総
長
 

若
月
俊
一
著
 

㈱
労
働
旬
報
社
 

定
価
2000円
 

先
日
の
日
経
新
聞
夕
刊
「
孃
」
 

欄
に
、
「
医
者
は
今
ま
で
『
治
 

す
』
こ
と
ば
か
り
に
一
生
懸
命
 

で
、
『
人
間
』
を
み
な
か
っ
た
」
 

(
若
月
俊
一
著
「
信
州
の
風
の
 

色
」
〕
と
あ
っ
た
。
何
か
で
読
 

ん
だ
そ
の
言
葉
を
採
し
読
み
終
 

え
た
。
善
き
に
つ
け
悪
し
き
に
 

つ
け
、
廣
村
に
生
き
た
老
医
師
 

の
人
生
は
こ
う
だ
っ
た
と
、
全
 

編
を
通
し
て
、
そ
の
こ
と
を
言
 

わ
れ
て
い
る
の
は
分
か
っ
た
。
 

著
者
は
「
今
日
、
佐
久
病
院
は
 

大
き
く
な
つ
た
け
れ
ど
も
、
昔
 

の
精
神
が
病
院
の
み
ん
な
に
浸
 

透
し
て
い
な
い
、
と
く
に
病
院
 

の
若
い
人
た
ち
に
」
、
「
佐
久
 

病
院
の
い
ち
ば
ん
危
険
な
こ
と
 

は
、
農
村
医
学
と
い
う
か
、
地
 

域
医
療
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
 

精
神
が
入
っ
て
い
な
い
」
、
そ
 

れ
が
こ
の
本
を
睿
い
た
動
機
と
 

述
べ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
手
 

抜
き
で
ド
ッ
ク
フ
ー
ド
で
ご
ま
 

か
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
昔
は
残
 

り
飯
に
お
み
お
つ
け
を
じ
や
ぶ
 

じ
や
ぶ
か
け
て
、
食
わ
さ
れ
て
 

た
時
代
だ
っ
た
の
を
思
い
起
こ
 

さ
せ
ら
れ
た
。
 

令
 

ぶ
 

十
 

小
 

み
 

や
 

キ
 

氺
 

十
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のが「スーパーアイランド」です。 

胃集団検診用X線装置 
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0第580日本消化器集団検診学会圉東甲信越地方会 
日 時 ： 平 成 1 1 年 9 月 1 8 日 （ 土 ） 

会場：東京市ケ谷日本大学会館 

0曰本消化器集団検診学会菌東甲信越地方会 
第32回放射線技師部会 
日 時 ： 平 成 1 1 年 1 0 月 1 6 日 （ 土 ） 

^会場：サンシティ越谷市民ホール 

投稿される方へ 

ご 意 見 を ご 投 稿 下 さ い 。 1 

主張1提言^体験談、胃集検情報などのほ 

か、俳句、短歌、詩などでも歓迎します。締 

切はとくに設けません。字句は 一0〇〇字位 

まで、要約する場合もあり^す。採用の分に 

は薄謝を贈呈します。 

費
」
を
前
年
度
比
38万
円
.
 

「
事
業
費
の
印
刷
製
本
費
」
を
 

55万
円
、
「
刊
行
費
の
印
刷
 

製
本
費
」
を
2 0
万
円
、
合
計
 

113万
円
減
額
す
る
。
 

③
「
機
器
備
品
費
」
を
印
刷
 

機
等
購
入
の
た
め
前
年
度
比
8 

0万
円
増
額
す
る
。
 

④
「
涉
外
費
」
を
2
 
0
万
円
 

増
額
す
る
。
 

⑤
「
超
音
波
部
会
活
動
費
」
 

の
節
を
設
け
2 
0万
円
と
す
 

る
。
部
会
活
動
費
額
の
支
出
基
 

準
が
な
い
の
で
企
画
調
整
会
議
 

で
論
議
し
決
め
る
。
 

⑥
「
委
員
会
費
」
は
各
委
員
 

会
活
動
に
伴
う
支
出
と
し
て
4 

0万
円
増
額
す
る
。
 

⑦
「
賃
金
」
は
退
職
金
支
出
 

等
で
1
7
4
万
円
増
額
す
る
。
 

7
罾
会
則
の
改
訂
 

平
成

年̂
度
中
に
検
討
し
改
 

訂
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
審
議
 

の
時
間
が
な
く
次
回
企
画
調
整
 

会
議
で
検
討
す
る
。
 

3 ：
地
方
会
開
催
に
つ
い
て
 

1
1
第
お
回
地
方
会
(
平
成
1
1 

年
9
月
2
日
東
京
)
の
開
催
淮
 

備
状
況
が
、
岩
崎
有
良
会
長
 

(
日
大
医
学
部
助
教
授
)
よ
り
 

報
告
さ
れ
た
。
 

2
申
第
？
5
回
地
方
会
(
平
成
1
2
 

年
春
、
群
馬
)
の
開
催
に
つ
い
 

て
、
今
井
貴
子
(
群
馬
県
健
康
 

づ
く
り
財
団
)
よ
り
報
告
さ
れ
 

た
。
 

3き
第

回̂
地
方
会
(平
成
：
；
：
 

年
秋
、
東
京
)
の
開
催
に
つ
い
 

て
は
、
3
月
6
日
常
任
世
話
 

人
罾
世
話
人
合
同
会
議
で
再
度
 

論
議
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

I
 ，
世
話
人
，
常
任
世
話
人
の
 

異
動
と
追
加
 

下
記
の
よ
う
に
推
薦
と
提
案
 

が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。
 

【
常
任
世
話
人
I 

《
新
)
 

石
川
勉
(
栃
木
県
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
部
長
)
 

木
村
俊
雄
(
労
働
医
学
研
究
会
)
 

長
谷
川
利
次
(
大
宮
医
師
会
病
 

院
)
 

小
野
良
樹
(
日
本
大
学
医
学
敞
 

助
教
授
)
 

小
島
正
久
(
関
東
中
央
病
院
部
 

【
議
題
】
 

I罾
平
成
；
；
年
度
事
業
計
画
案
 

並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て
 

「
企
画
調
整
会
議
議
事
録
 

(
資
料
1
ご
を
元
に
、
次
の
事
 

業
計
画
案
が
審
議
さ
れ
た
。
 

1
^
職
員
就
業
規
則
(
案
)
 

平
成
6
年
9
月
が
日
施
行
の
 

現
行
規
則
の
改
正
案
が
提
案
さ
 

れ
た
。
 

審
議
の
結
果
、
第
6章
定
年
 

制
の
第

条̂
第
3項
の
「
定
年
 

延
長
者
の
雇
用
契
約
は
3
力
 

月
」
を
「
1年
」
と
訂
正
さ
れ
、
 

3月
6日
の
常
任
世
話
人
^
世
 

話
人
合
同
会
議
で
異
議
が
な
け
 

れ
ば
、
総
会
に
報
告
し
施
行
す
 

る
こ
と
に
決
ま
つ
た
。
 

2
 
，
新
年
度
事
務
局
体
制
 

こ
れ
ま
で
の
地
方
会
事
務
局
 

業
務
を
点
検
し
、
会
費
1
会
計
 

業
務
の
効
率
化
、
発
刊
書
類
の
 

定
型
化
を
行
つ
た
結
果
、
事
務
 

局
体
制
を
常
勤
事
務
局
員
1名
 

と
、
労
働
時
間
に
特
段
の
定
め
 

が
な
い
事
務
局
長
と
で
運
営
す
 

る
体
制
と
し
人
件
費
の
削
減
を
 

図
る
。
ま
た
、
会
費
，
会
計
等
 

の
事
務
処
理
改
善
の
た
め
、
経
 

費
の
掛
か
る
コ
ピ
ー
機
の
使
用
 

を
減
ら
し
、
印
刷
機
を
購
入
し
 

事
務
費
用
を
軽
減
す
る
提
案
が
 

さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
 

3
 .「
胃
集
検
通
信
」
発
刊
 

事
務
局
だ
け
に
偏
ら
ず
、
編
 

集
委
員
会
責
任
で
発
行
す
る
体
 

制
が
合
意
さ
れ
た
。
 

4
1
各
委
員
会
委
員
の
選
出
 

下
記
の
よ
う
に
了
承
さ
れ
 

令
企
画
調
整
会
議
委
員
 

現
委
員
の
笹
川
道
三
(
医
 

師
)
、
石
渡
良
徳
(
放
射
線
技
師
 

部
会
)
、
玉
置
扶
美
代
(
保
健
衛
 

生
部
会
)
に
、
新
に
放
射
線
技
 

師
部
会
よ
り
海
老
根
精
一
「
保
 

健
衛
生
部
会
よ
り
早
川
す
み
 

え
、
超
音
波
部
会
よ
り
小
野
良
 

樹
(
医
師
)
、
大
波
忠
(
技
師
)
 

を
加
え
る
。
 

令
財
務
委
員
会
 

現
委
員
の
笹
川
道
三
(
医
 

師
)
に
、
医
師
或
い
は
事
務
担
 

当
部
門
よ
り
1名
、
放
射
線
技
 

師
部
会
よ
り
藤
井
照
巳
、
今
井
 

仁
彦
の
2
名
、
保
健
衛
生
部
会
 

よ
り
小
林
ユ
キ
子
、
超
音
波
部
 

会
よ
り
山
田
清
勝
を
加
え
る
。
 

令
編
集
委
員
会
 

現
委
員
の
林
學
、
今
井
貴
 

子
(
以
上
医
師
)
、
海
老
根
精
 

一
「
安
掛
武
一
、
米
倉
福
男
(以
 

上
放
射
線
技
師
部
会
)
、
小
沢
 

元
美
、
竹
林
章
子
(
以
上
保
健
 

衛
生
部
会
)
に
、
超
音
波
部
会
 

よ
り
1名
を
加
え
る
。
 

5
 
I
事

業

,
一

一

『

ロ

麼
 

第
が
回
地
方
会
で
提
起
さ
れ
 

た
各
種
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
 

審
議
さ
れ
、
下
記
事
項
を
合
同
 

会
議
に
提
案
す
る
こ
と
が
決
 

ま
っ
た
。
 

；
：
！
目
集
検
標
準
撮
影
方
式
再
検
 

討
委
員
会
の
設
置
(
提
案
北
 

川
ま
ゆ
み
)
 

趣
旨
は
^
号
「
胃
集
検
通
 

信
」
5
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
 

る
。
 

委
員
会
案
と
し
て
馬
場
保
 

昌
、
今
村
清
子
、
丸
山
雅
一
(
以
 

上
医
師
)、
北
川
ま
ゆ
み
、
木
村
 

俊
雄
、
加
藤
博
之
、
関
本
宏
！
一
、
 

松
本
史
樹
、
福
岡
良
和
、
佐
藤
 

精
一
一
(
以
上
放
射
線
技
師
部
 

会
)
で
構
成
す
る
。
 

ぺ̂
プ
シ
ノ
︱
ゲ
ン
検
査
法
委
 

員
会
の
設
置
(
提
案
今
井
貴
 

子
)
 趣

旨
は
め
号
「
胄
集
検
通
 

信
」
1頁
を
に
記
載
さ
れ
て
い
 

る
0
 委

員
会
案
と
し
て
今
井
貴
 

子
、
三
木
一
正
、
田
渕
崇
文
、
茂
 

木
文
孝
、
志
賀
俊
明
(
以
上
医
 

師
)、
海
老
根
精
一
一
(放
射
線
技
 

師
部
会
)
で
構
成
す
る
。
 

化̂
管
造
影
技
師
法
律
問
題
 

対
策
委
員
会
の
設
置
 

技
師
が
行
う
下
部
消
化
管
造
 

影
に
つ
い
て
は
、
地
方
会
と
し
 

て
社
会
的
認
知
を
進
め
る
活
動
 

は
始
め
た
ば
か
り
で
、
研
修
制
 

度
の
項
目
に
採
用
さ
れ
て
日
も
 

浅
い
、
法
的
問
題
の
論
議
も
十
 

分
で
は
な
い
。
し
か
し
、
各
施
 

設
で
放
射
線
技
師
が
下
部
消
化
 

管
造
影
を
行
つ
て
い
る
現
状
な
 

の
で
、
委
員
会
設
置
を
急
ぐ
こ
 

と
が
了
承
さ
れ
た
。
 

委
員
会
案
と
し
て
石
渡
良
 

徳
、
藤
井
照
已
、
今
井
仁
彦
、
木
 

村
行
俊
、
木
村
俊
雄
(
以
上
放
 

射
線
技
師
部
会
)
、
医
師
よ
り
 

2名
で
構
成
す
る
。
 

ま
目
部
造
影
指
導
技
師
，
指
導
 

施
設
制
度
検
討
委
員
会
の
設
置
 

放
射
線
技
師
が
胃
が
ん
検
診
 

を
臨
床
実
習
で
き
る
「
胃
部
造
 

影
指
導
技
師
，
指
導
施
設
制
 

度
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
今
 

回
、
放
射
線
技
師
部
会
よ
り
 

「
臨
床
実
習
受
け
入
れ
施
設
案
 

(
資
料
6
ご
が
示
さ
れ
た
。
し
 

か
し
審
議
の
時
間
が
な
く
企
画
 

調
整
会
議
で
検
討
す
る
こ
と
で
 

合
意
さ
れ
た
。
委
員
会
案
は
医
 

師
2
名
、
放
射
線
技
師
部
会
4 

名
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
 

Î
超
音
波
部
会
の
設
置
 

平
成
2年

月̂
、
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
竹
原
靖
明
理
 

事
よ
り
丸
山
代
表
世
話
人
代
行
 

に
、
「
超
音
波
に
携
わ
る
医
師
-

技
師
の
地
方
会
入
会
を
認
め
る
 

よ
う
」
要
請
が
あ
り
、
既
に
約
 

名̂
の
入
会
が
決
ま
り
、
本
年
 

4月
、
部
会
発
足
に
向
け
活
動
 

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
 

さ
れ
た
。
 

委
員
と
し
て
小
野
良
樹
、
小
 

島
正
久
(
以
上
医
師
)
、
大
波
 

忠
、
山
田
清
勝
(
以
上
超
音
波
 

技
師
)
が
承
認
さ
れ
た
。
 

め
大
腸
造
影
技
術
研
修
会
開
催
 

(
大
腸
検
査
学
会
)
と
地
方
会
 

の
役
割
検
討
委
員
会
 

号̂
「
胃
集
検
通
信
」
7頁
 

に
経
過
が
記
載
だ
れ
て
い
る
 

が
、
丸
山
雅
一
代
表
世
話
人
代
 

行
よ
り
「
来
る
3月
は
日
に
開
 

か
れ
る
大
腸
検
査
学
会
委
員
会
 

で
の
審
議
内
容
を
持
ち
帰
り
、
 

企
画
調
整
会
議
で
検
討
す
る
」
 

こ
と
が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
 

た
。
 

6
 ，
平
成
0
年
度
予
算
案
 

事
務
局
よ
り
「
地
方
会
資
産
 

推
移
-地
方
会
収
入
支
出
推
移
 

(
資
料
5
ご
に
よ
り
、
昭
和
；
3 

年
度
よ
り
平
成
9年
度
ま
で
の
 

地
方
会
資
産
と
収
入
支
出
が
説
 

明
さ
れ
、
「
平
成
2年
度
か
ら
 

収
入
減
額
よ
り
支
出
減
額
が
多
 

く
、
特
に
人
件
費
給
与
の
支
出
 

減
に
よ
り
資
産
が
増
え
続
け
、
 

現
在
の
地
方
会
財
政
は
健
全
で
 

あ
る
」
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
 

『
収
入
の
部
」
 

①
二
般
会
費
収
入
」
の
団
 

体
会
費
収
入
は
大
幅
な
増
が
見
 

込
め
な
い
が
、
個
人
会
費
収
入
 

は
超
音
波
部
会
発
足
に
よ
り
5 

2
0
名
(
平
成
2
年
7
月
現
 

在
)
が
、
6
0
0
名
を
越
え
る
 

増
が
予
想
さ
れ
る
。
 

②
「
広
告
料
収
入
」
は
、
年
 

2
回
の
事
務
局
作
成
学
会
プ
口
 

グ
ラ
ム
に
は
広
告
頁
を
無
く
す
 

こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
2回
分
 

と
し
て
前
年
度
比
116万
円
 

減
額
に
な
る
。
 

③
退
職
金
支
払
等
で
、
繰
入
 

金
の
預
金
取
崩
収
入
と
し
て
2 

50万
円
を
計
上
す
る
。
 

『
支
出
の
部
』
 

①
「
給
与
手
当
」
を
前
年
度
 

比
126万
円
減
額
す
る
。
 

②
「
管
理
費
の
印
^̂
 

平
成
^
年
度
第
2
回
常
任
世
話
人
会
議
事
録
 

平
成
；
；
年
2月

日̂
(金
)午
後
4時
犯
分
よ
り
、
癌
研
附
属
病
院
癌
化
学
療
法
セ
ン
 

て
、
出
席
委
員
お
名
(
事
務
局
2
名
)
で
開
催
さ
れ
た
。
 

会
に
先
立
ち
第
^
回
地
方
会
山
崎
寛
一
郎
会
長
(
埼
玉
県
医
師
会
会
長
)
に
代
わ
り
、
 

団
検
診
専
門
会
委
員
会
副
委
員
長
(
県
医
師
会
参
与
)
よ
り
、
3
月
6
日
、
浦
和
市
埼
玉
 

開
催
の
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
準
備
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
 

長
)
 

大
波
忠
(
東
京
都
設
計
事
務
 

所
健
保
組
合
)
 

山
田
清
勝
(
関
東
中
央
病
院
)
 

《
旧
》
 

佐
藤
忠
(
地
方
会
事
務
局
)
 

【
世
話
人
】
 

《
新
》
 

牛
尾
光
宏
(
茨
城
県
衛
生
部
 

長
)
 

橋
本
昌
(
茨
城
県
総
合
健
診
 

協
会
会
長
、
県
知
事
)
 

佐
藤
怜
(
茨
城
県
医
師
会
会
 

長
)
 

中
川
真
也
(
千
葉
県
館
山
病
院
 

長
)
 

真
田
勝
弘
(
茨
城
県
土
浦
協
同
 

病
院
長
)
 

中
原
朗
(
筑
波
大
学
臨
床
医
 

学
系
助
教
授
)
 

安
掛
武
ー
(
東
京
医
大
霞
ケ
浦
 

病
院
)
 

《
旧
》
 

石
川
哲
夫
(
元
茨
城
県
衛
生
部
 

長
)
 

竹
内
藤
男
(
元
茨
城
県
総
合
健
 

診
協
会
会
長
、
県
知
事
)
 

丸
山
泰
ー
(
元
茨
城
県
医
師
会
 

会
I
 

中
川
真
也
(
日
製
日
立
病
院
 

長
、
所
属
変
更
)
 

藤
田
良
三
(
東
京
医
大
霞
ケ
浦
 

病
院
)
 

以
上
 

編
集
後
記
 

ど
の
國
の
ど
の
部
門
を
見
て
 

も
、
動
向
は
変
化
が
急
で
誰
に
 

も
予
測
が
つ
か
な
い
。
お
上
が
 

そ
う
だ
か
ら
下
々
も
戸
惑
つ
 

て
、
将
来
を
明
確
に
判
断
し
対
 

処
し
て
い
る
も
の
は
見
つ
け
に
 

く
い
。
「
口
シ
ャ
」
「
東
南
ァ
 

ジ
ァ
」
の
財
政
危
機
も
、
世
界
 

に
名
だ
た
る
資
産
運
用
家
で
も
 

予
測
出
来
ず
、
莫
大
な
損
失
を
 

出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

都
知
事
選
立
候
補
者
の
毒
キ
 

ノ
コ
乱
立
も
、
政
界
で
誰
も
予
 

測
し
な
か
つ
た
だ
ろ
う
。
 

2月
口
日
の
日
経
は
「
採
血
 

だ
け
で
胃
が
ん
発
見
」
と
、
足
 

立
区
が
健
康
診
断
に
「
新
手
法
 

を
本
格
導
入
」
と
大
き
く
報
道
 

し
た
。
血
清
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
 

を
バ
リ
ウ
ム
造
影
法
よ
り
「
費
 

用
は
三
分
の
一
程
度
、
早
期
が
 

ん
の
発
見
率
も
高
い
」
と
。
 

本
『
胄
集
検
通
信
』
め
号
特
 

集
「
が
ん
検
診
の
行
方
」
で
、
 

佐
々
木
寿
英
新
潟
県
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
副
医
院
長
は
「
胃
が
ん
 

検
診
で
は
従
来
の
間
接
X
線
検
 

診
と
ぺ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
法
が
選
 

択
肢
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
予
 

測
し
て
い
た
が
、
足
立
区
だ
け
 

で
な
く
関
東
甲
唇
越
の
各
県
に
 

「
胃
が
ん
検
診
は
ぺ
プ
シ
ノ
 
︱
 

ゲ
ン
法
だ
け
で
」
の
状
況
が
現
 

れ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
、
國
か
ら
補
助
金
を
 

取
り
上
げ
ら
れ
た
地
方
自
治
体
 

の
、
突
然
変
異
の
中
で
の
迷
走
 

現
象
で
あ
り
、
「
採
血
に
よ
る
 

胃
が
ん
検
査
」
は
い
ず
れ
見
直
 

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
 

し
か
し
、
日
本
の
医
療
分
野
 

は
本
道
に
戻
す
の
に
、
も
ど
か
 

し
い
位
日
時
が
掛
か
る
。
迷
走
 

が
始
ま
る
と
本
気
で
そ
れ
を
止
 

め
る
者
が
い
な
い
。
 

「
が
ん
検
診
」
も
迷
走
を
始
 

め
た
。
「
認
定
技
師
制
度
」
も
迷
 

走
し
た
ま
ま
で
、
御
巣
鹰
山
が
 

目
の
前
だ
が
、
こ
ち
ら
は
乗
客
 

が
い
な
い
だ
け
安
心
だ
が
。
 

(
佐
藤
)
 

0編
集
委
員
 

霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
 

安

掛

武

ー
 

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
 

今

井

貴

子
 

霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
 

每
老
说
精
一
一
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
I
 

小

沢

浩

美
 

荒
川
保
健
所
予
防
課
 竹

林

章

子
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
，
 

癌
研
附
属
病
院
 

林

學
 

米

倉

福

男
 


